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経
済
政
策
に
お
け
る
政
策
手
段

■

.

藤

田

至

孝

..

,
は
じ
.め
に

ア
メ
リ
カ
経
済
は
、

一
九
六
五
年
七
月
以
降
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
ェ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
シ
と
.い
ぅ
予
期
せ
ざ
る
与
件
の
変
化
を
主
た
る
耍 

因
と
し
て
、

一
九
六
六
年
以
降
景
気
過
熱(

需
埂
超
過)

の
傾
向
を
お
び
、
物
価
上
昇
がE

I

だ
ち
は
じ
め
、
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
支
出
増
を
中
心
的
要 

因
と
し
て
国
際
収
支
の
恶
化
を
招
き
、
現
在
、
金
流
出—

ド
ル
危
機
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
は
衆
知
の
通
り
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
和
平
交
渉
の
将 

来
は
予
断
を
許
さ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
ょ
、

一
九
六
一
年
以
降
の
ケ
ネ
デ
ィ
ー
ジ
ョ
ン
ソ
ン
民
主
党
政
権
下
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
成
長
第
一 

主
義
の
経
済
政
策
が
、

一
九
六
六
年
九
月
の
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
た
め
の
投
資
に
対
す
る
七
パ
I

セ
ン
ト
'の
税
控
除
及
び
特
_別
減
価
歡
却
制
度
の
停 

止
、

一
九
六
七
年
一
月
及
び
今
年1

月
の
ジ
ョ
ゾ

ソ
ン
大
統
領
の
議
会
に
対
す
る
増
税
提
案
な
ど
に
み
ら
れ
る
ょ
ぅ
に
、
引
き
締
め
へ
の
転
換
に 

立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
^

実
で
あ
る
。.

.

.

し
か
し
な
が
ら
、

一
九
六
一
年
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
政
権
を
と
っ
て
以
来
、

ア
メ
リ
カ
経
済
は
西
.独
、
日
本
に
次
ぐ
奇
蹟
と
ま
で
い
わ
れ
る 

順
調
な
拡
大
発
展
を
と
げ
た
。

一
九
六
一
年
第
一
四
半
期
に
上
昇
に
転
じ
た
ア
メ
リ
カ
経
済
は
、
爾
来
七
年
間
ア
メ
リ
カ
史
上
最
畏
の
好
況
を
持

猶

し

平

均

実

質

経

済

成

長

率

は

、

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ゥ
ア
ー
共
和
党
政
権
時
代(

一

九
五
ニー

六
〇
年
の
八
年
間)

め
そ
れ
の
ニ
.
六
倍
に
達
す
る
TL
• 

ニ
ハ—

セ

ン

ト

を

驗

し

、

一
九
六 

一
|

七
ハ
キ
間
に
一
千
万
人
以
上
に
職
を
与
え
て
失
業
率
を
七
パ
I

セ
ン
ト
か
ら
三
•
八
パ—

セ
ン
ト(

一
九
六 

七
v
nm-
四
四
さ
沖)

に
減
少
さ
せ
.
設
侦
稼
f
率
を
七
匹
パー

セ

ン

ト(

一
九
六
一
年
第
一
四
半
期)

か
ら
八
五
パ
|

セ
ン
ト(

ー.九
六
七
年
第
四
四
平
期)

に 

r

り

丄

げ

し

力

も

と
く
に
一
九
六
五
年
後
半
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
f»
拡
張
以
前
ま
で
は
物
価
安
定
と
貿
易
収
支
の
改
善
を
同
時
に
達
t

L3)
、

そ
の
経 

済

政

策

は

フ

リ

ー

ド

マ

ン

ら

，
：
m

*
主
義
者
や
バ
ー
ン
ズ
ら
近
代
経
済
保
守
派
を
除
い
て
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
経
済
政
策
が
い
う
ま
で
も
な
く
、

サ
ミ
ユ
エ
ル
ソ
ン
、

ヘ
ラ—

、

ソ
ロ—

、

シ
ユ
ル
ッ
、

ニ
ク
ス
タ
イ
ン
、

ア
タ
リ
丨
、

す

ヵ

ン

ら

を
 

中
心
と
す
る
大
統
領
経
済
ブ
レ
.
1ン
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
ニ 

r

 • 

H 

n 

ノ
ミ
ク
ス
で
J

¥

.

ー
ー
ユ
ー
•
二
コ
ノ
、、、
ク
ス
の
経
済
政
策
の
特
徴
的
理
論
や
政
策
の
実
際
、
及
び
そ
の
効
果
は
、
一
九
六
ニ
年
以
降
毎
年
のE

c
o
g
m
i
c

 

.
R
e
p
o
r
t

 

o
f
)
t
h
e

 

P
r
e
s
i
d
e
n
t

 

t
o
g
e
t
h
e
r

 

w
i
t
h

 

T
h
e

 

A
n
n
u
a
l

 

K
e
p
o
r
t

 

o
f

 

t
h
e

 

C
o
u
n
c
i
l

 

o
f

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

A
d
v
i
s
e
r
s

 

を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
分
析
で
き 

る

ま

た

ニ

ユ

ー

.
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
を
現
実
の
経
済
政
策
に
導
入
す
る
の
に
大
き
い
役
割
を
果
し
た
へ
ラ
ー
と
サ
ミ
ユ
エ
ル
ソ
ン
の
一
一
ん
、が
二 

ユ
ー
•
 

H

コ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
ま
と
め
た
著
書
を
最
近
相
次
い
で
出
版
し(

fc
6)

。
本
稿
の
目
的
は
、
ヶ
ネ
デ
ィ
ー
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権 

七

年

沿

の

経

済

政

策

の

顧

を

か

か

げ

た

一

.
九

六

八

年

の

E
c
o
n
o
m
i
c

 

R
e
p
o
r
t

 

o
f

 

t
h
e

 

P
r
e
s
i
d
e
n
t
-
C
E
A

を
入
手
し
た
機
含
、
そ
れ
ら
を 

主
要
参
考
文
献
と
し
て
、

一
一
ユ
！

エ
コ
ノ
、、、
ク
ス
の
経
策
政
策
に
つ
い
て
、
ヶ
イ
ン
ズ
経
済
学
を
よ
り
発
展
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
新
し
い
政
策 

手
段
に
つ
い
て
ふ
れ
、
前
月
号
に
引
続
き
ガ
イ
ド
ボ
ス
.ト
賃
金
.
価
格
政
策
を
そ
の
問
頭
点
を
中
心
に
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

•S
1)

本
誌
一
九
六
八
年
五
月
号
の
私
の「

ニ
ュ
丨
.
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
経
済
政
策」

な
ら
び
に
私
の
著
書「

ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
貨
金
政
策」

(

ダ
イ
ャ
モ
ン
，1

、

一
九
六
七

年)

を
あ
わ
せ
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
は
私
の
本
誌
前
月
号
論
文
の
，続
篇
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
 

，

2
 

W 

•
へ
ラ—

は
現
在
の
ア
メ
リ
ヵ
の
経
済
政
策
が
成
長
か
ら
引
締
め
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
要
因
を
言
み
る
。麼

ぎ

_

ぼ
f

 

D
i
m
e
n
-

?) 

w
o
o
l
o 

Report of the p
r
e
s
i
l
.
A
n
l

 

f

 

rt of C
E
A
,

 

I

,
 

p. 

5
9
.

に
-

1

ユ
丨
•
エ
コ
ノ
、、、.ク
ス
七
年
間
の
成
果
が
一
1

に
示
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ュ
1

エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
政
策
に
お
け
る
政
策
手
段 

二

三

(

八
五
匕)



ニ

四

(

八
五
八)

(
4) 

ニ
ュ
ー
■
.

エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
の
概
念

■に
つ
い
■て
は
法

1
の
私
の
論
文
参
照

。.

(

5)
大
統
領
経
済
報
告
l
c
E
A
年
次
経
済
報
告(

と
く
に
後
者)

は
、
過
去
一
年
間
の
経
済
動
向
、
問
題
点
、政
策
目
的
、
と
っ
た
政
策
手
段
の
列
挙
と
今
後
必
要
と
さ
れ 

る
で
あ
ろ
う
と
る
べ
き
政
策
の
示
唆
の
他
に
、
侮
年
一
項
目
に
つ
い
て
特
別
の
理
論
的
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。

ー
九
六
ニ
年
の
廣
金
丨
物
価—

生
産
性
の
関
係
論
、

一
 

九
六
三
年
の
財
政
と
経
済
成
長
と
の
関
係
論
、

一
九
六
四
年
の
失
業
原
因
論(

構
造
的
失
業
か
、
需
要
不
足
失
業
か)

、

一
九
六
五
年
の
投
資
の
経
済
成
長
と
価
格
安
定 

の
ニ
愆
効
张
論
、

一
九
六
六
年
の
完
全
雇
用
経
済
の
達
成
•
維
持
の
た
め
の
経
済
政
策
の
理
論
と
手
段
の
変
遷
H
-
1
ュ
ー
♦ H

コ
ノ
’ミ
ク
ス
の
立
場
の
表
明(

雇
用
法
施 

行
ニ
◦
周
年
を
記
念
し
て)

、

一
九
六
七
年
の
国
際
経
済
安
定
論
、

ー
九
六
.八
年
の
七
年
間
に
わ
た
る
ア
メ
リ
ヵ
史
上
最
長
の
好
況
持
続
と
-
1ュー

• 

H

コ
ノ
ミ
ク
ス
の 

質
献
論
，
が
そ
れ
で
あ
る
。

6)

注
2

の
へ
ラ
！
の
著
書
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
の
穸
目
|

で
3 

Introductory A
n
a
l
y
s
i
s

改
訂
第
七
版
の
中
の
第
一
九
章
H
tr
<&E

c
o
n
o
m
i
c
s

 

の
追
補
、
及
び 

A
r
t
h
u
r

 

Burns, 

P
a
u
l

 
A
.

 

samuelson:. 

Full 

e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
,

 

Guideposts 

a
n
d

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

Stability, 

W
a
s
h
i
n
g
t
o
n
,

 

1967.

一
、

政
策
目
的
と
価
値
観 

.

戦
後
の
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
経
済
政
策
の
目
的
は
そ
の
マ
グ
ナ
•
力
ル
タ
で
あ
る
一
九
四
六
年
雇
用
法T

h
e

 

e
m
p
l
o
y
m
e
n
t

 

A
c
t

 

o
f

 

1
9
4
6

に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「

速
邦
政
府
は
、
産
業
界
、
農
業
界
、
労
働
組
合
、

州
及
び
市
町
村
自
治
体
と
協
力
し
、

自
由
競
争

を
助
長
す
る
方
法
に
よ
っ
て
、
人
的
な
ら
び
に
物
的
資
源
の
最
大
雇
用m

a
x
i
m
u
m

 

e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
、

最
大
生
産
、
最
大
購
買
力
を
達
成
•
維
持

(

2)

す
る
た
め
に
、

可
能
な
限
り
の
国
家
の
計
画
•
機

能

•
資
源
を
活
用
す
る」

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

ニ
ュ
ー• 

H

コ
ノ
ミ
ク
ス
に
お
い
て
は 

完
全
雇
用
、
高
成
長
、
物
価
安
定
、
国
際
収
支
均
衡
の
四
次
元
目
的(

同
時
達
成)

と
受
け
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
を
機
会
均
等
と
選
択
の
自 

由
を
^
大
さ
せ
う
る
範
囲
の
政
策
手
段
に
よ
っ
て
追
求
す
る
こ
と
が
二
ュ
ー
•
 

H
コ
ノ
ミ
ク
.ス
の
課
題
で
あ
る
。

そ
の
目
的
の
背
後
に
は
次
の
よ
う
な
社
会
的
目
標
と
値
値
観
が
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
ニ
ュ
I
*

エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
の
追
求
す
る
価
値
で
あ
る
、
 

(

3) 

•

と
へ
ラ
ー
は
い
う
。
完
全
雇
用
は
社
会
の
生
産
の
一
員
と
し
て
の
個
人
の
欲
求
、
義
務
を
遂
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
満
足
を
増
し
、

そ
の
能

力
あ
る
全
員
に
職
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
等
を
よ
り
い
つ
そ
う
拡
大
し
、
選
択
の
自
由
に
も
と
づ
く
市
場
経
済
制
度
の
も
と
に
お
い
て
も
す

ベ
て
の
労
働
力
そQ

他Q

霞

の

潜

在

能

力

を

完

全

に

活

用

し

謙

卷

う

る

、
と
の
国
家Q

決
意
を
_

に
よ
っ
て
示
す
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
^
!る
高
成
長
は
生
活
水
準
の
量
的
•
質
的
向
上
を
よ
り
速
か
に
実
現
し
、
か
つ
、
海
外
に
対
す
る
ア
メ
リ
ヵ
の
経
済
上
、
政

治
|:
;
の

指

導

カ

の

囊

を

確

立

す

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
物
価
安
定
は
労
働
所
得
者
と
財
産
所
得
者
の
間
に
お
け
る
平
等
の
維
持
と
、
世
界
市
場
に
b
け
る
競

争
力
を
貿
易
制
限
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
維
持
す
る
，」

と
を
意
味
す
る
。
国
際
収
支
の
均
衡
は
国
境
を
こ
え
た
人
間
、
商
品
、
資
本
の
よ
り
自
凼

な
移
動
を
助
長
す
る
国
際
経
済
を
実
現
し
、
か
つ
、
国
内
に
お
け
る
拡
大
政
策
に
対
す
る
制
限
条
件
を
緩
和
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
政
策
目
的
は
今
日
の
近
代
国
家
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
.
ニ
ュ
ー
•
エ
コ

ノ

'
、
、
ク

ス

の

実

験

の

価

値

は

、

そ
の
よ
う
に

各

国

に

共

通

し

た

政

策

：：

n

的
に
対
し
、

一
九
六
一
年
以
降
の
ア
メ
リ
ヵ
経
済
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
手
段
•
方
法
に
よ
っ
て
ア
ブ
ロ
|

チ
し
た
か
、

に
あ
る
。

ヘ
ラ
ー
は
こ
の
点
に
関
し
、
.

「

ニ
ュ
！

エ
コ
ノ
ミ

ク
ス
の
特
徴
は
、
そ
の
目
的
や

理

論

の

新

し

.さ

に

は

な
く
、
ヶ
ィ
ン
ズ
や
ト
2
典
民

の
近
代
経
済
学
の
教
え
を
新
し
い
方
法
に
よ

っ
て
そ
れ
ら
の
目
的
実
現
の
た
め
に
適
用
し
た
と
こ
ろ
に
あ(

M」

と
述
べ
て
い
る
。

注(

1)
Weller, 

o
p
r

cit: 

p. 

59.

(

2) 

e
m
p
l
o
y
m
e
n
t

 

A
c
t

 

of 

1946, 

Section 

2.

(

3) 

Eeller, 

opt. 

c
i
r

p. 

60.

4) 

ibid., 

p. 

59.

ニ
、
新
し
い
政
策
手
段

，
ヘ
ラ
I

の
い
う
よ
う
に
、

ニ
ユ
I 

•

エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
の「

ニ
ユ
I」

は
政
策
手
段
の
新
し
さ
に
あ
る
。

そ
の
政
策
手
段
の
貧
し
さ
は
、
第
一
に
、
単
年
均
衡
予
算
至
上
主
義
か
ら
の
離
別
で
あ
る
。
ア
ィ
ゼ
ン
ハ
ゥ
ア
ー
政
権
時
代
は
均
衡
予
算
を
1
 

成
す
る
た
め
に
、
増
税
に
よ
る
税
収
の
増
大
、
財
政
支
出
の
圧
縮
を
は
か
っ
た
。
そ
れ
が
低
成
長—

失
業
増
大
を

招
き
、
し
か
も
財
政
赤
字
は
減
少 

し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
経
済
成
長
率
が
鈍
化
し
、
企
業
収
益
は
悪
化
し(

こ
れ
が
フ

ル

•
コ
ス
ト
価
格
決
定
方
式
を
通
し
て
、'
低
成
長
下
の
物
価
上
昇
現 

ニ
ュ
！

エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
济
政
策
に
お
け
る
政
策
手
段 

ニ

五

(

L

五
九)



ニ

六

(

八
六
〇)

象
を
も
た
ら
し
た)

、個
人
所
得
の
伸
び
も
小
さ
S

、
け
っ
き
ょ
く
税
の
囟
然
収
入
増
を
小
幅
な
も
の
に
と
ど
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ニ
ュ
ー
.

ェ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
、
.減
税
を
行
な
い
、
そ
の
減
税
に
よ
っ
て
経
済
成
長
率
を
早
め
.れ
ば
、
次
の
年
以
降
は
自
然
税
収
は
大
幅
と
な
り
財
政
均
衡
は

(

1)

達
成
さ
れ
る
、
と
財
政
収
支
の
長
期
均
衡
論
を
唱
え
た
の
で
あ
る
.0
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
、

一一.
r

 

•
ェ
コ
ノ
ミ
ク
ス
は「

完
全
靡
用
黒
字」

(
F
u
n

 

E
m
p
l
o
y
m
e
n
t

 

s
u
r
p
l
u
s
)

-の
概
念
を
発
明
し
た
の
で
あ
る
。
ォ
ー
ヵ
ン
モ
デ
ル
に
よ
っ
て

、

失
業
率
四
パ
ー

セ
ン
ト
、
設
備
稼
動
率
九
五
パ

丨
セ
ン
ト
の
完
全
M
用
経
済
活
動
水
準
に
お
け
る
G

N

P
を
測
定
し
、
そ
の
点
に
お
け
る
現
行
税
率
に
お
け
る
税
収
を
予
測
し
例
え
ば
、

一

九
六
一
年
に
は
五
〇
〇
億
ド
ル
の
現
実
と
完
全
M■
.
用
水
準
に
お
け
る
G

N

P
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
た
た
め
に
、
税
収
は
八
.〇
〇
億
ド
ル
に
と
ど

ま
り
、
八
五
◦

億
ド
ル
の
財
政
支
出
に
対
し
五
◦

億
ド
ル
の
赤
字
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
も
し
完
全
雇
用
.を
達
成
し
て
い
れ
ば
税
収
は
九
五
〇
億

ド
ル
の
は

ず
で
あ
り
、
一
〇
〇
億
ド
ル
の

黒
字
が
で
る
は
ず
で
あ
る
、
と
の
説
得
の
方
法
で
あ
る
。
G

N

P
ギ
ャ
ッ
プ
は
一
九
六
ニ
年
以
降
、
も
っ

と
も

強
力
な
経
済
政
策
の
バ
ロ 

メ
ー
タ
ー
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。
G

N

P
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
、
完
全
雇
用
黒
字
の
解
消
、
こ
れ
が
経
済
政
策

のe
h

に
み
え
る
量
的
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
経
済
学
の
常
識
を
破
っ
'
た
好
況
の
中
の
一
九
六
四
年
の
大
幅
減
税
、
あ
る
い
は
0
:
2
:

P

ギ
ャ
ッ
プ
が
解
消
し
て「

完
全
雇
用
赤
字」

に
逆
転
し
た
一
九
六
.六
年
以
降
の
増
税
の
主
張
は
、
い
ず
れ
.も
そ
の
バ
ロ 

メ 

I
タ
ー
に
よ
る
判
断 

(

3)

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

二
ュ
ー•

ェ
コ
ノ
ミ
.ク
ス
の
経
済
政
策
が
、
.景
気
変
動
の
上
下
振
幅
を
極
少
化

す

る

サ
イ
ク
ル
モ
デ
ル
か
ら
、

長 

期
成
長
モ
デ
ル
へ

と
転
換
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

•

.

第
二
に
は
、
r

述
の
こ
と
と
も

関
速
す
る
が
、
ビ

ル

ト

•
イ

ン

•
ス
タ

ビ

ラ

イ
ザ
ー
、
と

く

に

税

の

そ

れ

の

#
検

討

'で

あ

る

。
完
全
职
用
に 

達
す
る
以
前
に
所
得
増
が
税
収
増
に
よ
っ
て
税
に
吸
収
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
税
収
は
完
全
雇
用
へ
の
経
済
成
長
.阻

窗

要

因(

こ
れ
に
対
し
、

_ 

ュ
I

.
ェ
コ
ノ
ミ
ク
ス
はfiscal 

d
r
a
g

な
る
概
念
を
発
明
し
た)

と
な
.る
。

そ
こ
で
、
完
全
雇
用
を
達
成
す
る
ま
で
は
•

(

す
な
わ
ち
、

G

N

Pギ
ャ
ッ
プ
が 

解
消
す
る
ま
で)

、
好
況
で
あ
っ
て
も
持
続
的
に
減
税
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。

一
九
六
ニ
年
、
.
六
四
年
、
六
五
年
の
減
税
は
こ
の
新
し
い
考
え
に
も 

と
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
；ニ

に

は

経
済
政
策
の
リ
心
ヵ
財
政
变
け
か
ら
減
^
増
税
に
よ
る
需
要
調
整
に
移
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
も
、

企
業
に
.対
し
て
は

減
®
^
 

匈
の
率
及
び
期
問
と
設
備
投
資
に
対
す
る

税
の
控
除
及
び
中
止
な
ど
の
操
作
、
個
人
に
対
し
て
は

物

品

税(excise 

t
a
x
)

の
変
更
に
よ
り
、

企
業 

の
キ

ヤ

ツ

シ

コ

•
フ
ロー

、
個
人
の
所
得
効
果
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
需
要
を
調
整
し
よ
ぅ
と
す(

か)

。

一
九
六
ニ
年
に
お
け
る

減
S
M
K 

却
期
間
の
三
割
の
短
縮
化
と
新
規
設
備
投
資
に
対
す
る

七
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
控
除
、

一
九
六
三
年
の
物
品
税
減
税
、
そ
し
て
一

九
六
六
年
に
ヴ
ヱ 

ト
ナ
ム
戦
爭
に
よ
り
景
気
が
過
熱
状
態
に
あ
る
と
み
る
や
、
そ
れ
ら

減
価
償
却
に
対
す
る

優
遇
及
び
投
資
に
対
す
る

税
控
除
の
一
時
的
亭
k
、
物 

"
i

税

の

増

税

證

、
な
ど
は
そ
の
あ
ら
わ
れ
に

他
な
ら
な(

い)

。
ヘ
ラ
1
ら
は
増
.
減
税
の
権
限
を
大
統
領
に
与
え
る
こ
と
を

主
張
す
る
。
.

第
四
は
消
费
刺
激
よ
り
投
資
刺
激
へ
の
道
点
の
移
行
で
あ
る
。
投
資
を
刺
激
す
る
た
め
に
、

一
九
六
ニ
年
に
は
ニ
〇
年
ぶ
り
.に
前
ホ〗

の
通
り
夜 

ff
l
l仅
去
如
斤
ヵ
大
1

に

ぎ

縮

さ

れ

(

し
た
が
っ
て
償
却
率
が
引
上
げ
ら
れ)

、
投
資
に
対
す
る
税
控
除
が
行
な
わ
れ
た
。
投
资
の
需
要
効
果
よ
り
は
、
 

生

産

性

塯

大

効

聚(

物
価
安
萣
と
国
際
収
支
改
善)

と

屜

用

吸

収

埶

果

の

面

が

重

視

さ

れ

た

の

で

あ

)̂
?)

。

第
五
は
低
し
長
阳
金
利
と
高
い
短
期
金
利
の
並
行
政
策
で
あ
る
。
長
期
金
利
を
低
く
抑
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
内
金
融
緩
和
政
策
を
と

るj 

方
、
资
本
の
海
外
流
出
を
防
止
す
る
た
め
に
短
期
金
利
は
高
水
準
を
維
持
し
よ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
)̂
?)

。(

こ
れ
に
対
し
、
ニ

ユ

ニ
 

n

ノ
ミ
ク
ス 

はt
w
i
s
t

な
る
こ
と
ば
を
発
明
し
た
。

)

一
九
六
四
年
十
一
月
に
は
市
中
銀
行
の
金
利
引
上
げ
に
大
統
領
が
介
入
し
、

引
>;
げ

案

を

撤

问

さ

せ

て

い
 

る
。
し
か
し
、

一
九
六
五
年
十
二
月
に
は
公
定
歩
合
、
市
中
金
利
と
も
引
上
げ
ら
れ
、
対
国
内
低
金
利
、
対
海
外
高
金
利
の
ツ
ィ
ス
ト
は
崩
れ
て 

い
る
。

第
六
は
、
完
全
雇
用—

物
価
安
甲
国
際
収
支
均
衡
の
同
時
的
達
成
•
維
持
の
た
め
の
ガ
ィ
ド
ポ
ス
ト
賃
金
.
.価
格
政
策
で
あ
る
。
そ
の
理
1
 

及
び
内
容
に
つ
い
て
は
前
月

号
に
く
わ
し
く

述
べ
た
の
で
、
今
回
は
以
下
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
論
ず
る

こ
と
と
す(

I
)。

.

そ

の

ほ

力

；

ー
ユ
ー•

エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
の
政
策
手
段
と
し
て
救
貧
政
策
の
た
め
の
手
段
が
あ
る
が
、「

偉

大

な

社

会

」

.
計

画

に

はま
一だ
見

る

、
、
/ 

き

成
果
が
少
い
の
で
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
る

段
階
に
は
な
い
。

ニ H 

!
 H

コ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
政
策
に
お
け
る
政
策
手
段 

ニ

ヒ

J
ハ

ー

)



二

八

(

八
六
ニ)

注(

1)
E
c
o
n
o
m
i
c

 

Report o
f

t+
ぼ 

President-CEA, 

1968,. p. 

65.

(

2) 

p. 
A. 

s
a
m
u
e
l
s
o
p

 E
conomics 

a
n

 

Introductory Analysis 

7tli 

edition, 

1967, 

p. 

3
4
4

(

3) 

w
.
w
.

 
Heller, 

M
a
n
a
g
i
n
g

 

卩 

w日 p
^
y
m
e
n
t

 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

C
E
D
,

 

1966, 

p. 

s.

(

4) 

ibid: 

p. 
9. 

.

(

5) 

w
.

 

w
.

 

Heller, 
Nevsr D

i
m
e
n
s
i
o
n
ro 

of Political .Economy, 

Cambridge, 

1966,. p. 

65.

(

6) 

Heller, 

opt. 

c

i

r

p■?
t—
'
o
i
p
r

(

7) 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

Report, 

1968, 
p. 

69_

(

8) 

Heller, 

opt. 

c
i
r
p
«

11. 
-

(

9) 

S
e
y
m
o
u
r

 

E. Harris, 

E
c
o
nomics of the 

K
e
n
n
e
d
y

 Years, 

1
9
6
4
,

邦
訳
、
村
松
増
美
訳「

ヶ
ネ
デ
ィ
時
代
の
経
済

-
ニ
ュ
I

.
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス

の
突

験」

サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
〇
八
頁
。

(

10)

そ
の
後
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
が
、
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
政
策
の
理
論
を
次
の
単
純
な
公
式
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
を

見
出
し
た
。

P
X
Q
=
W
X
L
+
p
r
o

tht
.

.
 

-

.

.

. 

w=p(l+r)(
一l~)

P

 =

窗
萊 

L
n 妹
寒
雄
烤 

M
H 

 ̂

0 s
$
s 

こ
の
式
は
、
も
し
価
格
水
準
、
.利
潤
分
配
率
が
一
定
と
す
れ
ば
、
货
金
水
準
は
物
的
労
働
生
産
性(

Q
L)

と
比
例
し
て
の
み
引
上
げ
る
他
に
道
が
な
い
こ
と
を
示
し
て 

I'
A
O A

r
t
h
u
r

 

Burns, 

Pau
l

 A. 

Samuelson, 

Full E
m
p
l
o
y
m
e
n
t
,

 
Guidepost

讲 a
n
d

 E
c
o
n
o
m
i
c

 

Stability, 

Washi
n
g
t
o
n
, 

1967, 

p. 

51.

三
、
ガ
イ
ド
’ポ
ス
ト
政
策
適
用
上
の
諸
問
題

ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
賃
金
政
策
は
物
価
安
^
{
の
た
め
の
賃
金
決
定
の
菡
本
的
な
あ
り
方
と
し

て

、
前
号
で
述
べ
た
理
論
か
ら
生
れ
た
も
め
だ
が
、
そ 

れ
を
個
別
的
賃
金
交
渉
で
ど
ぅ
適
用
す
る
か
、
と
い
ぅ
実
際
の
問
題
に
な
名
と
そ
の
適
用
に
困
難
な
問
題
は
少
く
な
い
。

ま
ず
、
賃
h
げ
の
迤
準
と
な
る
生
産
性
、
と
く
に
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
と
対
比
す
る
個
別
産
業
•
企
業
の
生
産
性
測
定
に
関
し
て
は
、
問
題
と
な
る 

お
も
な
も
の
だ
け
で
も
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
■
イ
ン
プ
ッ
ト(

労
働)

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
な
に
を
と
る
か
。
投
入
労
働
量
の
質
的
変
化

を
ど
う
勘
案
す
る
か
。
産
出
側
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
.
ミ
ッ
ク
ス
の
変
化
や
製
品
の
質
の
向
上
を
ど
う
ゥh

イ
ト
す
る
か
。
景

気

変

擎

ス
ト
ラ
イ
キ

に
よ
る
操
業
度
の
変
動
を
ど
う
す
る
か
。
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
を
対
象
と
す
る
か
。
ま
た
、
実
質
に
換
算
す
る
際
に
、
ど
の
よ
う
な
物
価
を
も

っ
て
算
定
す
る
か
、
生
産
性
と
対
比
す
べ
き
賃
金
の
概
念
等
々
、
か
な
り
の
困
難
な
問
題
に
ぶ
っ
か
る
。
そ
れ
ら
ぐ
-
っ
、，
て

と

り

あ

げ

て

.み

よ
 

5
0 

•

, 

.

⑴

実
質
生
産
性
上
昇
率
の
正
確
な
測
定
は
可
能
か

ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
賃
金
政
策
の
迤
本
は
、
実
質
国
民
経
済
生
産
姓
上
昇
率
と
全
体
の
名
目
賃
金
上
昇
率
を
等
し
く
な
る
よ
う
に
定
め
、

国
民
経
済 

全
体
と
し
て
賃
金n

ス

ト

の

蹇
4

偭
水
準
安
定
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。
個
別
企
業
に
お
け
る
実
靈
産
性
上
界
率
が
固
民
経
済
の
そ
れ
を 

上B

る
場
合
に
は
そ
の
分
を
仙
格
引
下
げ
に
回
し
、
そ
れ
を
下
回
る
場
合
に
は
価
格
を
引
き
上
げ
て
下
回
る
分
を
相
殺
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
国 

民
経
済
な
ら
び
に
個
別
産
業
ま
た
は
企
業
に
お
け
る
正
確
な
実
質
生
産
性
上
昇
率
の
測
定
が
最
も
重
要
な

_

と

な

る

。

労

使

娶

が

そ
の
測
定 

叙
果
を
蹵
な
も
の
と
し
て
疑
い
を
も
た
ぬ
ほ
ど
に
信
頼
す
る
こ
と
が
不
可
欠
の
前
提
条
件
で
あ
る
。
そ
の
基
礎
が
不
確
定
で
あ
っ
て
は
ガ
イ
ド 

ポ
ス
ト
賃
金
政
策
は
成
立
し
な
い
。
と
く
に
国
民
経
済
生
廳
定
の
-場
合
に
、
農
業
部
門
や
政
府
部
門
を
ど
う
扱
う
か
。

一
す
そ
れ
に
対
比
す
る
賃
金
と
し

て

も

団
交Q

対
象
と
な
る
組
合
買
労
働
者
の
み
の
そ
れ
か
、
そ
れ
-
!

o

も
団
交
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
非
組

貪
労
働
者
の
そ
れ
4

め
る
の
か
。
塵

唐

労

働

者

の

賃

金

の

み

か

、
そ

れ

と

も

墓

•
管

理

•
研
籠
発
な
ど
間
接
部
巧
の
ホ
ヮ
イ
ト

•

ヵ
ラ

丨
の
そ
れ
も
含
め
る
の
か
。
賃

率

(

l

e

i)

.か
、
残
業
手
当
•
能
率
付
加
給
•
そ
の
他
の
諸
手
当
を
含
め
た
現
金
給
与
総
額

f

l

) 

か
。

フ
リ
ン
リ
ン
ジ
•
ベ
ネ
フ
イ
ッ
ト
は
ど
う
扱
う

か
。
 

，

ひ
と
く
ち
に
生
産
性
、
賃
金
と
い
っ
て
も
、
概
念
や
定
義
の
異
な
る
労
働
量
を
と
り
、
異
な
っ
た
期
間
や
算
定
法
を
用
い
れ
ば
、
そ
の
と
り 

に
よ
っ
て
は
結
果
は
二
倍
以
上
も
異
な
っ
た
数
値
が
.で
て
く
る
。
生
産
性
の
正
確
な
測
定
■

民
経
済
に
お
い
て
も
現
状
に
お
い
て
は
ま
だ
か
な 

-ー
ュ
ー
• H

コ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
政
策
に
お
け
る
政
策
手
段 

♦ 

、.く
.ヽ
，
3



.

三
〇

(

八
六
四)

り
困
難
な
の
で
あ
る
。

⑵

国
尻
経
済
生
産
性
の
対
象
範
囲

ア
メ
リ
ヵ
の
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
賃
金
•
価
格
政
策
の
い
う
実
質
国
民
経
済
労
働
生
産
性
上
昇
趨
勢
率
と
は
' 
官
公
庁
を
除
く 

(

た
だ
し
、
郵
便
屈
、

T

V

A、
地
方
交
通
局
な
ど
财
貨
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
販
売
活
動
に
従
事
す
る
も
の
は
含
む)

全
民
間
経
済
部
門(total private economy sector)

.
に

お

け

る

全

就
 

業
渚
一
人
一
時
間
当
り
粗
名
目
付
加
価
値
生
産
高
と
付
加
価
値
べ
ー
ス
を
一
定
時
点(

一
九
五
四
年)

の
菽
準
価
格
で
デ
フ
レ
ー
ト
し
て
算
出
さ 

れ
た
も
の
で
あ
る
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト(

産
出)

は
商
務
猶
国
民
所
得
の
所
得
局
の
所
得
統
計
か
ら
部
，門
.(

農
菜
.
製
造
業
.
そ
の
他
の
産
$

ご
と
に
政
接
と
ら
れ
、

国 

民
所
得
で
は
な
く
国
民
総
生
産(

G

N

P

)

が
用
い
ら
れ
る
。
ニ
年
ご
と
の
事
業
所
統
計(The 

Census of M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
e
s
)

が
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
.
フ 

ロ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
資
料
と
し
て
補
助
的
に
用
い
ら
れ
る
。
測
定
は
、
農
業
、
製
造
業
、
そ
の
他
の
部
門
別
の
積
上
げ
方
式
を
と
る
。
イ
ン
プ 

ッ

ト(

投
入)

の
労
働
は
、
'雇
用
量
と
週
当
り
労
働
時
間
と
か
ら
延
べ
労
働
時
間
裔
遲
¥
趂
爾
油
_
>
<
胀̂
0-
书
拣
凉
寒
1
越
烤
\
5
2

)

が
算
出
さ
れ
る
。
 

問
題
は
時
間
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
ニ
つ
の
資
料
源
が
あ
る
。

一
つ
は
国
勢
調
査
局
の
労
働
調
査
で
あ
り
、
他
は
労
磡
省
労
働
統
計
調
赉
局
?
 

L

S)

の
照
用
、
時
間
調
拖
で
あ
る
。
前
者
は
就
労
時
間(hours w

o
r
k
e
d
)

で
あ
り
、
後
者
は
貨
金
支
払
時
問(hours 

p
a
i
d
)

で
あ
る
。
あ
る
部
分 

で
は
集
計
は
ニ
つ
が
別
々
に
と
ら
れ
、
統
計
表
に
もh

o
u
r
s

 

w
o
r
k
e
d

と

h
o
u
r
s

 

p
a
i
d

に
ょ
る
実
質
虫
産
性
上
昇
率
が
併
記
し
て
あ
る
個
所
も 

あ
る
。
し
か
し
一
般
に
は
前
者
だ
け
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
差
は
一
九
四
七〜

五
八
年
期
に
つ
い
て
み
る
と
前
者
の
ほ
う
が
後
者
ょ
り 

〇

•
四
ポ
イ
ン
ト
、

一
三
パー

セ
ン
ト
高
い
。
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
もh

o
u
r
s

 

w
o
r
k
e
d

当
り
.の
ほ
う
の
獎
質
生
産
性
上
界
率
を
と
っ
て
い
る
。

灾
質
を
だ
す
た
め
の
デ
フ
レ
I

タ
！
と
し
て
は
、
B

L

S
の
消
费
者
物
価
指
数
、
卸
売
物
価
指
数
、
そ
れ
に
農
務
fi
の
農
産
物
肺
恪
指
数
が
川 

い
ら
れ
る
。

ア
ゥ
ト
プ
ッ
ト
の
ほ
ぅ
で
は
プ
ロ
ダ
ク
ト

.
ミ
ッ
ク
ス
の
シ
フ
ト
、
製
品
品
質
の
向
上
は
勘
案
さ
れ
て
い
な
い
。
イ
ン
プ
ッ
ト
の
ほ
ぅ
で
は
労 

働
力
構
成
の
シ
フ
ト(

農
業
か
ら
非
農
業
へ
、
ブ
ル
-

.
カ
ラ
I
か
ら
ホ
ヮ
イ
ト
•
カ
ラ
I

へ
な
ど)

、

労
働
の
質
の
向
上
な
ど
は
ゥ
ェ
イ
ト
さ
れ
て
い
な
い
。

イ
ン
フ
ッ
ト
の
労
働
に
は
、
非
農
的
失
業
者
が
除
か
れ
て
い
る
が
、
国

民

経

済

労

塑

産

性

靈

と

し

て

は

麗

が

あ

る

。
な
ぜ
な
ら
、

労 

働
生
産
向
上
の
方
法
に
は
、
労
働
力
の
蟹
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
.労
働
量
を
一
定
、
ま
た
は
増
大
し
つ
つ
そ
れ
以
上
に
唐
量
を
増
大
す
る
方
法 

と
生
産
馨
ー
雯
た
は
減
少
し
て
も
そ
れ
ょ
り
速
く
労
働
力
を
減
少
す
る
方
法
の
二
つ
が
t

が
ら
で
あ
る
。

失
,

増
大
し
つ
つ
労
働
塞 

招
が
1

?

る
場
合
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
も
し
多
く
の
失
業
を
生
み
つ
つ
労
働
生
産
性
の
上
昇
が
大
幅
で
あ
る
と

す
れ
ば
、

そ

め

露

盡

性
 

上
辯
に
リ
ン
ク
さ
せ
た
賃
金
引
上
げ
は
ま
す
ま
す
多
く
の
失
業
を
結
果
す
る
こ
と
に
な
る
。 

.

賃
上
げ
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
と
し
て
の
国
民
経
済
労
働
生
産
性
上
昇
率
の
測
定
で
、
そ
の
ほ
か
に
問
題
と
な
る
の
は
政
府
部
n

の
除
外
と

農
業
部
1

を
含
む
こ
と
で
あ
る
。
 

■

政

府

(

1

斤)

剖
P

に
つ
し
て
は
戦
後
、

ア
メ
リ
カ
で
雇
用
増
大
の
最
も
急
速
な
の
は
官
公
吏
で
あ
り
、
今
日
で
は
そ
の
数
は
全
就
業
者

数

の

七

分

の

一

、

.絶

対

数

で

一

〇

〇

〇

万

人

を

こ
え
る
。
こ
の
部
門
の
労
働
生
産
性
を
除
外
す
る
こ
と
は
、
麗

経
済
労
働
生
産
性
の
靈
に
か 

な
り
の
誤
差
を
生
ぜ
し
め
る
。

.
農
業
部E

を
対
象
と
す
る
こ
とQ

妥
当
性
に
つ
い
て
も
経
営
者
や
I

側
か
ら
議
が
で
て
い
^)

。
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
が
労
働
組
貪
の
賃
上
げ 

E

安
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
因

的
と
す
る
か
ぎ
り
、

労

働

組

合

員

の

所

属

す

る

産

業(

農
業
雇
用
労
働
衷
の
組
織
化
は
と
る
に
足
り
な
い

)

に
ガ
イ

ポ
ス
丨
と
し
て
の
囊
国
民
経
済
労
働
生
産
祖
の
測
定
対
象
も
限
ら
れ
る
ベ
き

で

あ

る

。

戦
後
農
地
の
集
中
化
に
ょ
る
商
業
的
農
業
_
_

c
o
m
m
l
a
l

 

a
g
r
i
c
u
l
t
u
r
e
,

 

a
g
r
i
-
b
l
e
s
s
l

が
す
す
み
、

機
械
化
が
い
ち
じ
る
し
く
す
す
ん
だ
。
農
家
一
戸
当

り

平
均
|

展

ま

三

 

O

T

f

 (

一
二
五
I

ま
で
拡
大
し
、
同
じ
く
農
業
機
械
保
有
高
は
五
万
ド
ル(

一
、
s

o

i

き

て

い

る

0:
そ
；

^

I

I

 

も
と
に
、
=
M業
就
業
翥
は
一
九
四
七
年
の
<

0

0
万
人
か
ち
一
九
六
六
年
S

四
0

0
万

人

へ

泰

減

し

、
農
I

I

Q

全
就
業
者
に
，7

め

.

ニ
ユ
i

コ
ノ
、、、ク
ス
の
経
济
變
お
け
I

手

段

. 

三

一

(

I

)



三
ニ 

(

八
六
六)

る
割
合
は
一
九
四

七
年
の
一
〇
パー

セ
ン
ト
か
ら
一
九
六
六
年
に
は
七
パ
ー
セ
ン
ト
へ
.

小
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
期
間
に
お
け
る
農
業
の
実
質 

労
働
生
産
性
上
昇
平
均
年
率
は
三
•
八
パー

セ
ン
ト
で
非
農
業
部
門
全
体
の
そ
れ(

ニ 

•九
パ
I
セ
ン
ト)

よ
り
も
〇

•
九
ポ
ィ
ン
ト
、

三
〇

パ
ー 

セ
ン
ト
も
食
同
、，(
こ
れ
を
反
映
し
て
ア
メ
リ
ヵ
で
は
農
産
物
価
格
は
一
部
に
値
上
り
の
大
き
い
も
の
も
あ
る
が
、
平
均
す
れ
ば
総
合
物
価
上
昇
率
を
下
回
っ
て
お
り
、

物 

価
上
昇
の
#
因
よ
り
は
物
価
安
定
の
要
因
と
な
っ
て
い
る)

。
し
た
が
っ
て
、
農
業
部
門
の
労
働
生
産
性
上
昇
率
を
ガ
ィ
ド
ポ
ス
ト
と
な

る
国
民
経
済
労
働 

生
産
性
測
定
の
対
象
に
加
え
る
と
、
そ
れ
は
か
な
り
の
パ
ィ
ア
ス

を
生
じ
て
高
く
で
て
、

非
農
業
部
門
組
織
労
働
者
の
賃
上
げ
率
の
メ
ド
と
し
て 

は
妥
当
で
な
い
、
と
い
ぅ
の
で
あ
'
I。
わ
が
国
と
は
ち
ょ
ぅ
ど
逆
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
 

,

ま
た
、
.国
民
経
済
生
産
性
上
昇
率
一
本
を
個
別
単
位
に
お
け
る
賃
金
引
上
げ
の
基
準
と
す
る
考
え
に
対
し
て
も
批
判
が
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
 

次
の
公
式
が
標
準
と
さ
れ
て
い
る
0

窗
逄
陬
鄉
0
汾

11
1
]
»±
^

唞
猶
=(

g
PJ
o
陬
獬
0
阖
讲
I
Q-t
o
鄉
_
许
脚
辟±

驷
猶
><-|) 

+ (

翻

邡

節

筇

许

肺

商

-
ĥQ
-M
o

rv
o
翁
a

細
^

^

f
i
i
x
+

)

す
な
わ
ち
、
自
己
の
産
業
の
生
産
性
上
昇
率
と
国
民
経
済
生
産
性
上
昇
率
と
を
七
五
対
ニ
五
の
割
合
で
賃
上
げ
の
基
準
と
す
る
。

ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
経
営
者
は
、
国
民
経
済
生
産
性
上
昇
率
で
は
な
く
、

自
己
の
産
業
め
生
産
性
上
昇
率
を
賃
上
げ
^

準
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と

の
主
張
を
打
ち
だ
し
、
鉄
鋼
業
の
生
産
性
上
昇
率
測
定
の
作
業
を
一
九
六
六
年
以
降
す
す
め
て
い
る
。

⑶

ィ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て

ど
の
雇
用
•
時
間
を
と
る

か

ィ
ン
プ
ッ
ト
の

労
働
と
し
て
な
に
を

と
る
か
、
で
生
産
性
上
昇
率
の
数
値
は
五
割
か
ら
六
割
も

異
な
っ
て
く
る
。
国
民
経
済
労
働
生
産
性
の
場 

合
、
就
業
者
を
と
る

か
、
II
用
者
を
と
る

か
、
の
問
題
が
生
ず
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
雇
用
者
比
率
は
八
割
に
達
す
る
か
ら
、
わ

が
国(

照
川
者
比
率

は
五
/

i

ン
ト)

ほ
ど
の
開
き
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
二
割
の
自
霧
主
•
家
族
従
業
者
を
い
れ
る
か
い
れ
な
い
か
で
は
結
果
も
異
な
つ
て
く 

る
。
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
で
は
軍
隊
を
除
く
全
就
雪
の
爾
量(

I
l
i
a
n

 

e

t

か
ら
官
晝
を
除
い
た
民
間
靈
業
者
数
を
イ
ン
プ
ッ
ト

と
し
て
い
る
。

他

方

プ
イ
ト
ポ
ス
ト
は
賃
金
交
渉
を
行
な
う
組
織
労
働
者
に
対
し
て
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

組
織
労
働
者
は
八
七

。ハ
丨
セ
ン
ト
ま
で
が

直 

篇
造
部
門
労
働
者
な
の
で
あ
る
か
ら
、
直
接
労
働
者
f

 t
i
e
r
s
)

を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
生
産
性
を
だ
す
べ
き
で
あ
る
、

と
の

組
合
側
の
主 

張
も
あ
る
。
生
産
労
働
者
数
の
伸
び
I

滞
、
非
生
産
労
働
者
数
S

S

増
大
が
戦
後
I

働
力
成

長

の

特

徴

で

き

か

ら

、

前
者
だ
け
を
イ 

ン
プ
ッ
ト
す
れ
ば
労
働
生
産
性
増
大
は
全
労
働
者
を
イ
ン

プ
ッ
ト
し
た
場
合
よ
り
は
る
か
に
大
き
く
で
る
。
 

I

次
に
、
国

民

饔

篇

生

産

性

蟹

s

f

、
そ
れ
と
対
比
す
る
個
別
囊
ま
た
は
_

露

生

I

響

の

I

に

も

麗

と
な
る
の
は
、

と
る
べ
き
労
働
時
間
で
あ
る
。
ア
メ
リ
ヵ
で
は
賃
金
交
渉
の
主
た
る
対
象
と
I

生
産
労
働
者
の
賃
金
が
時
間
給
で
t

た
め
に
、

生
産
生
上
昇 

率
も
時
間
当
々
で
と
る
必
要
か
ら
、
こ
の
問
題
が
生
ず
る
。
 

■

ヵ
イ
ト
ホ
ス
ト
で
は
実
就
労
時
間h

o
i

 I
k
e
d

が
と
ら
れ
る
。
し
か
し
、
賃
金
支
払
時
間h

_
s

 

p
a
i
d

は
近
年
に
‘お
け
る
有
給
休
瑕
日

数
増
加
傷
病
休
暇
増
加
、

S

U

B
 (

企
業
内
失
業
補
助
手
当)

支
給
期
間
の
延
長
、
有
給
賠
審
員(

j
u
r
y
)

休
暇
、
昼
休
み
お
よ
び
交
替
休
憩
時
間
の

延
長
な
ど
の
ま
す
ま
す
強
ま
る
組
合
要
求
の
な
か
で
、
実
就
労
時
間
よ
り
も
急
速
I

加
し
て
い
る
。
.実
I

時
間
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
ほ
う

が
、
賃
金
支
払
時
間
を
と
つ
た
よ
り
も
労
働
生
産
性
は
高
く
で
る
。
E

S

.
の
測
定
に
よ
る
と
、

一
九
四
七
年〜

五
八
年
期
間
の
前
者
に
よ
る
民

間
国
民
経
済
実
質
労
働
生
産
性
上
昇
率
は
三
•

一
 

八
パ
丨
セ
ン
ト
、
後
者
に
よ
.る
そ
れ
は
ニ 

•
九
五
パ
丨
セ
ン
ト
で

、
.そ
の
間
に
は
〇

•
二
三
ポ

ィ
ブ
ト
，

約
八
パ
丨
セ
ン
ト
の
差
が
あ
る)

。
.当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
経
営
側
は
賃
金
支
払
時
間
を
イ
ン
。フ
ッ
トA

J

し
て
と
る
こ
と
を
主
張
し
、
組 

合
側
は
実
就
労
時
間
を
と
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

労
働
力
構
成
の
シ
フ
ト
、
労
働
力
の
質
の
変
化
を
ど
う
ゥH

イ
ト
す
る
か
も
問
題
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
プ
レ
ス
エ
だ
つ
た
者
が
技
雪
に
変
わ

-
1

ユ
ー
.H

コ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
政
策
に
お
け
る
政
策
手
段 

で』

、
コノ



. 

.

. 

三

四

(

八
六
八)

っ
た
場
合
の
勘
案
の
し
か
た
で
.あ
る
。
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
は
こ
の
点
は
無
視
し
て
い
'る
が
、

フ
ァ
ブ
リ
ヵ
ン
ト
の
研
究
に
よ
る
と
、
労
働
力
構
成
の 

シ
.フ
ト
.を
計
算
に
い
れ
た
l

(J
9

;
s

ama
n
h
o
u
r

 

p
r
o
d
u
c
t
i
v
i
t
y

 

(

方
法
と
し
て
は
所
得
階
層
別
労
働
者
の
変
化
を
と
る)

と
そ
れ
を
111

算
に
入
れ
な
い 

u
n
w
e
i
g
h
t
e
d

 

m
a
n
h
o
u
r

 

p
r
o
d
u
c
t
i
v
i
t
y

と
の
間
に
は
、

一
九
〇
九
丨
五
七
年
期
間
の
平
均
年
間
上
昇
率
に
つ
.い

て

は

r

者
は 

一
•
六
ハ
ー 

セ
ン
ト
、
後
者
は
ニ 

•
三
パ
ー
セ
シ
ト
で
、
.
倍
近
い
ひ
ら
き
が
あ
る
。
労
働
力
の
質
€>
■
変
化
を
勘
案
し
な
い
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
の
算
定
は
、
そ
れ
を 

算
入
し
た
場
合
よ
り
も
労
働
生
産
性
は
非
常
に
高
く
で
て
実
際
的
で
は
な
い
、
と

経
営
側
は
批
判
す
る
。

一
方
、
労
働
組
合
側
は
、
直
接
労
働
者
の
製
品
単
位
当
り
賃
金
コ
■
ス
ト
は
、

ー
九
四
七〜

六
〇
年
期
間
に
お
い
て
は
わ
ず
か
ー
〇
パ
ー
セ
ン
ト 

し
^
上
界
し
て

い
な
い
の
に
、
職
員
の
給
与
コ
ス
ト
の
そ
れ
は
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
コ
ス
ト
の
増
大
を
反
映
し
て
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
上
昇
し
て
い 

る
、
と
指
；

P

す

る

(
A
F
L
-
C
I
O
,

 

Federationists, 
S
p
t
1961, 

p. 

s

o
こ
の
こ

と
は
シ
ユ
ル
ッ
に
よ
っ

て
発
見
さ
れ
た
こ
と
と

も
一
致
す
る
。

労
働
力
の
質
の
向
上
の
生
産
性
上
昇
率
へ
の
算
入
に
つ
い
て
の
方
法
論
は
ま
だ
確
立
さ
れ
で
い
な
い
。
 

，

⑷

プ

ロ

ダ

ク

ト

•
ミ
ッ
ク
ス
の
変
化

イ
ン
プ
ッ
ト
の
労
動
の
場
合
と
同
じ
く
、
ア
ゥ
ト
プ
ッ
ト
の
ほ
う
で
問
題
と
な
る
の
は
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
•
ミ
ッ
ク
ス(

製
品
構
成)

の
変
化
、
同 

じ
製
品
で
も
品
質
の
向
±'
を
生
産
性
測
定
に
ど
う
織
り
込
む
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
国
民
所
得
局 

に
よ
る
付
加
価
値
の
產
業
別
構
成
ゥ
ヱ
イ
ト
の
変
更
に
従
う
以
外
は
考
慮
に
入
れ
な
い
。

ヶ
ン
ド
リ
ッ
ク
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
製
品
橢
成
を
一
九
〇
九
年
の
基
準
に
固
定
す
れ
ば
、

一
九
〇
九〜

五
八
年
期
間
の
年
平
均
時
間
当
り
実
質

国
民
経
済
労
働
生
産
性
上
昇
率
は
ニ 

•
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

一
九
五
八
年
の
そ
れ
に
固
定
す
れ
ば
同
じ
く
三• 

ニ
パ
I

セ
ン
ト
に
な
り
、
か
な
り
の 

8) 

,

•
差
が
あ
る
。

同
じ
製
品
の
質
の
向
上
の
生
産
性
上
界
率
へ
の
算
入
に
つ
い
て
は
へ
ま
だ
方
法
論
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

•

⑸

操
業
度
の
変
動 

.

、

労
働
生
産
性
は
景
気
循
環
や
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
に
よ
る
操
業
度
.の
変
動
に
よ
っ
て
も
大
き
な
影
響
を
う
け
る
。
操
業
度
の
変
動
を
生
産
性
測
定 

に
あ
た
っ
て
ど
う
勘
案
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

一
九
六
五
年
の
鉄
鋼
交
渉
に
お
い
て
論
議
を
呼
ん
だ
の
も
こ
の
点
で
あ
る
。
交
渉
前
に
存
在
す
る
鉄
鋼
業
の
労
働
生
産
性
上
昇
率
に
関
す
る 

政
府
の
統
^

は
6

乙
8

の
も
の
で
あ
っ
た
。
5

乙
0
2の
測
定
に
よ
る
と
、
一
九
五
七
年〜

六
四
年
期
間
に
お
け
る
鉄
鋼
産
業
の
年
平
均
時
間
当
り
実 

質
労
働
生
産
性
上
界
率
は
ニ 

•
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
賃
金
政
策
に
忠
実
に
従
う
と
す
れ
ば
、
当
時
の
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト 

(

過
去
五
プ
年
の
実
質
_
民
経
済
労
働
生
産
性
平
均

年
間
上
昇
率
す
な
わ
ち
三
•
ニ
パー

セ
ン
ト)

を
下
回
る
一
パ
I

セ
ア
ト
分
太
.
.|
1
1
1格
を
引
き
上
ず
て
三
•
二
べ 

丨
セ
ン
ト
の
賃
上
げ
を
し
て
よ
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
大
統
領
は
、
特
別
調
査
会
を
設
け
、
鉄
鋼
業
に
お
け
る
生
産
性
上
昇
率
の
測
定
を 

B

L

S
と
は
独
自
の
方
法
に
よ

，

っ
て
行
な
わ
せ
た
の
で
あ
る
。調
齑
会
の
方
法
論
は
、
稼
動
率
の
変
動
に
よ
っ
て
生
産
性
の
変
動
を
修
正
す
る
こ
と 

で
あ
っ
た
。.
B
L
O
Jの
測
定
に
よ
る
低
い
生
産
性
上
昇
率
は
、
主
と
し
て
一
九
五
九〜

六
〇
年

の

一
一
六
日
に
及

ぶ

長

期

ス
ト
に
よ
る
操

業

度

低
 

下
に
よ
る
結
果
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
修
正
す
れ
ば
高
く
な
る
。
そ
の
方
法
に
よ
.っ
て
調
查
会
は
鉄
鋼
業
に
お
け
る
前
記
丑
乙
^
と
同
期
間
に
お 

け
る
労
働
生
産
性
上
昇
率
を
三
•
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
測
定
し
た
の
で
^.
I (

そ
の
他
、
生
産
性
変
動
を
四
半
期
ご
と
に
測
定
し
た
こ
と
も
B

L

Sの
方
法
と
異 

な
る
点
”
で
あ
る)

。

.
し
か
し
、

一
方
で
は
、

一
九
六
六
年
に
お
け
る
国
民
経
済
生
産
性
上
昇
率
を
そ
れ
ま
で
の
移
動
平
均
に
よ
る

三

•
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
せ
ず
、
三 

•
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
据
え
置
い
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

景
気
循
環
に
よ
る

操
業
度
変
動
を
除
去
す
れ
ば
五
年
間
の
生
産
性
趨
勢
上
昇
率
は

三
パ 

丨
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
か
ら
だ
'と
も
指
摘
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、
操
業
度
変
動
が
、
生
産
性
趨
勢
上
昇
値
を
高
め
た
り
、
低
め
た
り
す
る
両
方 

の
タ
、.、、
|
と
し
.て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

二
ュ
ー
.
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
政
策
に
お
け
る
政
策
手
段 

,
 

三
五
’(

八
六
t
ノ



C

E

A
 (

大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会)

は
そ
れ
以
後
、
操
業
度
修
正
に
よ
る
生
産
性
測
定
の
方
法
を
と
っ
て
い
.る
が
、
そ
れ
は
現
実
の
も
の
で
な 

く
、
理
論
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
た
仮
空
の
生
産
性
に
す
ぎ
ず
、
賃
上
げ
の
基i

F

と
は
な
.し
え

な

い

、

と

の

批

判

も

経

営

者

や

学

者

の

間

に

あ

"
^
。

,

(6
)

と
る
べ
き
生
産
性
測
定
の
期
間

賃
上
げ
莶
準
と
す
る
生
産
性
の
期
間
の
と
り
方
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
過
去
の
実
績
を
と
る
か
、
将
来
の
見
通
し
ま
た
は
計
画
値
を
と
る
か
の
問 

題
が
あ
り
、
次
に
そ
の
期
間
の
長
さ
を
ど
ぅ
き
め
る
か
の
問
題
が
起
る
。

ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
見
通
し
ま
.た
は
計
画
値
を
と
り
、
賃
金
は
前
向
き
に 

.定
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
.
一
つ
に
は
.骚
済
計
画
が
'た
て
ら
れ
.て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
。

T
メ
リ
力
で
は
エ
ー
デ 

ル
マ
ン
ー
フ
レ
ミ
ン
グ

の
よ
ぅ
に
、
ア
メ
リ
ヵ
も
経
済
計
画
を
も
つ
べ
き
と
き
が
来
た
、
と
主
張
す
る
者
も
例
外
的
に
は
い
る
が
、

一
般
に
は
経
済 

計
画
が
き
ら
わ
れ
て
.い
る
の
で
、
計
画
値
を
と
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
過
去
に
お
け
る
生
産
性
上
昇
率
が
か
な
り
{-A
-
定
的
で
あ
る
の
で
、
過 

去
の
傾
向
値(

t
r
e
n
d
)

が
と
ら
れ
る
。
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
賃
金
政
策
に
お
い
て
、
一
九
六
四
年
か
ら
六
六
年
ま
で
賃
上
げ
目
安
と
し
て
示
さ
れ
た
実
質 

国
民
経
済
労
働
生
産
性
上
昇
率
は
、
最
近
五
力
年
間
の
移
動
平
均(

m
o
v
i
n
g

 

P目
&
 a

v
e
r
a
g
e

 

d
u
r
i
n
g

 

the 

latest 

five 

y
e
a
r
s
)

で
あ
っ
た
。

一
九
六
ニ
年
か
ら
六
三
年
ま
で
の
大
統
領
経
済
報
告
で
は
、
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
と
し
て
と
る
べ
き
生
産
性
の
期
間
を
明
示
し
て
は
い
な
い
。
六
四 

年
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
た
だ
付
表(Table 

20, 

p
_11

4
)

に
T
r
e
n
d

 P
r
o
d
u
c
t
i
v
i
t
y

と
し
て
最
近
五
力
年
の
移
動
平
均
が
の
せ
ら
れ
て 

い
た
に
す
ぎ
な
い
。
本
文
に
お
い
て
そ
れ
を
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
と
す
べ
き
で
あ
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

一
九
六
四
年
に
お
け
る
ガ
イ
ド 

ポ
ス
ト
を
め
ぐ
る
議
論
の
活
発
化
の
な
か
で
、
そ
の
数
値
が
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
で
あ
る
と
一
般
に
流
布
さ
れ
、
翌
一
九
六
五
年
の
大
統
領
経
済
報
告 

で
は
そ
れ
を
認
め
る
形
で
、「

過
去
五
年
の
移
動
平
均
年
上
昇
率」

が
確
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
も
な
ぜ
五
年
が
妥
当
な
と
る
べ
き
期
間 

で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
説
明
が
な
い
。

そ
し
て
一
九
六
六
年
の
大
統
領
経
済
報
告
で
は
、
五
年
を
や
め
、「

過
去
五
年
の
平
均
上
昇
率
の
ほ
か
に
、
そ
の
年
の
経
済
•
物
価
動
向
の
見

通
し」

を
配
慮
し
て
決
定
す
べ
き
こ
と
と
修
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
ブ
政
府
は

lh
局
一
ブ
六
ニ
年
の
大
統
領
経
^

^
告
書
で
指
摘
し
た
、
①
生
産
性
測
定
は
な
お
検
討
の
余
地
が
多
い
、
②
賃
上
げ
■
準 

と
し
て
と
る
べ
き
生
産
性
上
I

の
期
間
に
つ
い
て
は
唯
一
の
客
観
的
擊
は
な
い
、
と
の
態
度
を
い
ま
も
変
え
て
い
な
い
。
ガ
イ
ド
。ホ
ス
ト
賃
. 

金
政
策
力
つ
ま
ず_

>

た
原
因
の
一
つ
は
生
産
性
の
期
間
の
と
り
方
に
つ
い
て
政
府
が
確
固
た
る
一
貫
し
た
立
場
を
と
り
え
な
か
っ
た
こ
と
に
あ 

る
。
生
産
性
の
概
念
や
定
義
も
一
様
で
は
な
い
。
名
目
か
ら
実
質
を
導
く
場
合
の
デ
フ
レ
ー
タ
ー
の
と
り
方
も
一
つ
で
は
な
い
。
し
卜j
が
っ
て
、
 

さ
ま
ざ
ま
の
興
っ
た
生
産
性
が
あ
り
う
る
。
期
間
や
計
S

起
点
と
し
て
と
る
べ
き
輩
年
次
に
つ
い
て
も
ど
れ
が
妥
当
か
I

め
t

と
は
な 

お
し
っ
そ
う
む
ず
か
し
.

I
ア
メ
リ
ヵ
鉄
鋼
業
に
お
け
る
労
使
の
論
争
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
労
使
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
イ
ン
プ
ッ 

卜

、

ア
ゥ
ト
プ
ッ
ト
を
使
用
し
、
異
な
る
年
を
®
準
と
し
て
生
産
性
上
昇
率
を
測
定
し
、
不
毛
の
論
争
を
常
に
く
り
か
え
し
て
い
る
。
次
に
、
ヒ 

産
招
の
対
叢
間
に
お
け
る
上

i

s

勢
ま
た
は
傾
向
値
を
だ
す
場
合
S

式

方

法

の

ど

れ

をと
る
か
も
や
っ
か
い
な
醫
で

t

。

^

幾
何
•可
^

移
0

1
均

最

^
7自
乘

法linear curvilinear-parabola, 

curvilinear-hyper.bola

等
々
、
異
な
る
算
式
こ
従
え
'太
如
口
果 

も
ま
た
五
割
か
ら
六
割
.に
も
上
る
大
き
い
差
異
を
生
ず
る
。
以
上
要
す
る
に
、
正
確
な
労
働
生
産
性
上
昇
率
測
定
は
困
難
で
あ
る
。
労
働
投
入
量 

や
産
出
量
に
は
い
く
つ
も
の
獲
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
も
と
づ
い
て
賃
上
げ
率
が
や
れ
生
産
性
上
昇
率
を
こ
え
て
い
る
、
い
や
、

や
れ
下
®

っ
て 

い
る
、
と
さ
わ
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

ヵ
イ
ト
ポ
ス
ト(

賃
上
げ
目
安
と
し
て
の
国
民
経
済
生
産
性
上
界
率)

自
体
の
測
定
も
、
ま
た
そ
れ
と
比
べ
ら
れ
る
個
別
産
業
、
企
業
の
そ
れ
も
い
ろ 

い
ろ
な
困
觐
性
と
多
様
性
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
賃
金
政
策
の
出
発
点
に
お
け
る
弱
点
が
存
在
す
る
と
い
え
よ
う
。

{?
)

■理
論
の
現
樊
妥
当
性
.

ブ
イ
ト
ポ
ス
ト
適
用
上
の
技
術
的
麗
は
、.
蓮
の
よ
う
に
正
確
な
生
産
性
測
定
の
困
難
と
盡
性
の
概
念
や
投
入
•
産
出
の
内
容
の
不
統
一

ニ
ュ
ー
•
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
政
策
に
お
け
る
政
策
手
段 

三
七

(

八

七

一

，



三

八

(
<

七
ニ)

な
た
め
C

E

A
に
よ
る
国
民
経
済
実
質
生
産
性
上
昇
率
測
定
と
同
じ
方
法
•に
よ
っ
て
個
別
.産
業
、
企
業
の
生
産
性
を
測
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で 

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
異
な
る
方
法
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
た
生
産
性
を
対
比
し
て
も
、
真
の
意
味
の
比
較
に
は
な
ら
な
い
。
と
く
に

個
別
生
産
性
測 

定
に
お
V

て

は
製

！：

101
構
成
ゥ
工
イ
ト
の
決
定
、
デ
フ
レ
ー

タ

ー

の
選
定
な
ど
、
物
的
生
産
性
上
昇
率
を
正
確
に
算
定
す
る
こ
と
は
技
術
上
容
易
で 

は
な
い
。
そ
の
ほ
か
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
を
実
際
に
適
用
す
る
場
合
の
難
点
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
，お
も
な
も
の
を
あ
げ
る
：と
次
の
と
お
り
で
お
る
。
 

o

国
民
経
済
生
産
性
上
昇
率
を
下
回
る
企
業
も
そ
の
点
ま
で
は
賃
上
げ
を
行
な
う
こ
と
が
ガ
イ
ド
ポ
ス
'ト
賃
金
政
策
の
一
つ
の
性
で
あ
る 

が
、
企
業
の
支
払
能
力
が
な
い
と
こ
ろ
で
、

一
律
に
そ
の
よ
う
な
賃
金
引
上
げ
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
。

0

国
民
経
済
生
産
性
上
昇
率
ま
で
自
己
の
生
産
性
上
昇
率
が
及
ば
な
い
企
業
で
は
、
そ
の
分
は
価
格
を
引
上
げ
て
国
民
経
済
生
産
性
上
昇
率 

分
ま
で
の
貧
金
引
上
げ
を
行
な
う
こ
と
が
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
賃
金
政
策
の
一
つ
の
原
則
で
あ
.る
が
、
寡
占
体
制
に
な
い
低
生
産
性
部
門
で
も
価 

'格
は
そ
の
よ
う
.に
人
為
的
に
決
定
.さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。

ガ
イ
ド
.ポ
.ス
ト
貴
金
政
策
の
理
論
的
仮
設
は
、
価
格
は
供
給
側
の
コ
ス
ト
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ネ
寡
占 

分
野
で
は
あ
る
程
度
真
実
で
あ
っ

て

も

、

市
場
の
需
給
条
件
を
離
れ
た
価
格
決
定
は
資
本
主
義
自
由
経
済
で
は
現
実
に
は

あ
り
え
な

い

。

と

く 

に

低

生

産

姐
，̂

で
は
衰
退
産
業
•
中
小
企
業
•
競
争
.過
剩
の
状
態
が
多
い
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
供
給
側
が
価
^ -
を
人
為
%
に 

引
き
上
げ
う
る
こ
と
は
現
実
に
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
が
規
定
す
るr

必
要
な
資
本
を
諷
達
す
る
収
益
力
が
な
い
企
業
で
は
価
格
を
上
げ
て
よ
い」

、
あ
る
い
は
、「

現
行
の
賃
金 

で
は
そ
の
産
業
の
生
産
物
の
.需
要
に
こ
た
え
る
だ
け
の
生
産
を
ぁ
げ
る
た
め
に
十
分
な
労
働
力
を
集
め

ら
れ
な
い
分
野
、
お
よ
び
極
端
に
賃
金
の 

低
し
分
野
で
は
国
民
経
済
生
産
性
上
昇
率
を
上
回
る
大
幅
賃
上
げ
を
行
な
っ
て
よ
い」

こ
と
.の

可

能

性

は

現

実

的

に

は

、

国

家

に

よ

る

最

，£

賃

金 

のnr>

上
げ
で
も
な
V

か
ぎ
り
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
.で
あ
ろ
う
。
な
お
ま
た
、
も
し
よ
し
ん
ば
そ
の
可
能
性
が
あ
っ
た
と
す
、
ば
、
公 

認
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
部
門
に
お
け
る
価
格
引
上
げ
は
、
低
生
^

部
門
に
お
け
る
生
産
性
向
上—

合

理

化

へ
の
努
力
の
刺
激
を
失
わ
せ
る
で
あ
ろ

3

国
民
経
済
生
産
性
上
昇
率
を
こ
え
る
生
産
性
上
昇
率
を
あ
げ
た
企
業
は
賃
金
引
上
げ
を
国
民
経
済
生
産
性
上
昇
率
の
.点
に
と
ど
め
、
そ
の 

.差
は
価
格
引
き
下
げ
に
ま
わ
す
、
と
の
原
則
が
ど
.れ
だ
け
現
実
的
に
適
用
可
能
か
。
価
格
は
供
給
側
だ
け
で
は
な
く
露
条
件
に
ょ
っ
て
も 

決
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
高
需
要
4

高
価
格—

高
生
産
性
I

高
賃
金
•
高
利
潤
の
形
を
と
.る
の
が
資
本
主
義
経
済
の
自
然
の
法
則
で
あ
る
。
 

か
く
し
て
需
給
条
刊
は
変
動
し
や
が
て
均
衡
に
い
た
る
。
価
格
は
資
源
の
最
適
配
分
の
機
能
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
tt
r#
の
自
然
成 

立
を
ぞ
定
す
る
考
え
は
市
場
経
済
の
西
定
に
通
ず
る
お
そ
れ
は
な
い
か
。
こ
れ
は
経
営
者
や
自
由
主
義
学
派
と
し
て
著
名
な
シ
カ

ゴ

学

我
(

フ
リ—

ド
マ
ン
、
リ
|
、
ス
テ
ィ
I
ダ
ラ
-
、
f

ズ
ン
ら)

及
び
、、ハ
.

—

ン
ズ
の
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
政
策
に
対
す
る
批
判
泛
る
。

⑶

消
費
者
物
価
上
昇
の
賃
金
決
定
蕋
準
か
ら
の
除
外

ガ
イ
ト
ポ
ス
ト
賃
金
政
策
の
主
た
るE

I

的
は
、
賃
金
決
定
か
ら
く
る
イ
ン
フ
レ
要
因
を
排
除
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
観
点
に
立
つ
限
り
、

マ 

ク
ロ
に
お
け
る
名
县
金
上
昇
率
の
上
限
は
マ
ク
ロ
に
お
け
る
物
的
国
民
経
済
生
産
性
上
昇
率
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
.貨

幣

賃

金

寶

カ
I

加 

率

(

電
要)

と
物
的
供
給
量
の
増
加
率
と
を
均
衡
さ
せ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

.

.

し
た
が
っ
て
、
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
賃
金
政
策
に
お
い
て
は
、
消
費
者
物
価
は
賃
金
決
定
基
準
と
し
て
は
全
く
考
慮
さ
れ
な
い
。
も
し
、

消
費
者
物 

仙
上
界
分
を
生
産
性
上
昇
分
の
ほ
か
に
賃
上
げ
に
加
え
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
分
だ
け
物
価
を
引

き

上

げ

る

こ

と

に

な

る(

利
_

歷
原
価
を
一
定 

>

れ
ー)

賃

企

物
佃
の
ス
ノ
イ
ラ
ル
を
ぎ
つ
と
^
ぅ
こ
と
は
、

実
際
に
は
、
賃
上
げ
は

物

的

(

実
質)

生
産
性

上
昇
率
以
内
に
定
め
、

肖

身 

者
物
f

上
界
分
は
全
く
勘
案
し
な

I

と
い
.ぅ
こ
と

で
あ
る
。
C

E

A
は
、

H

ス
カ
レ
ー
タ
条
項
を
否
定
し
て
来
た
が
、
そ
の
^

度
t 

一
，，L
J、
七 

年
及
び
一
九
六
八
年
に
.お
け
る
大
統
領
経
済
報
告
で
も
変
わ
っ
て
い
な
.い
。

.
 

.

こ
れ
は
、
一
九
四
八
年
の
0
前
丨
耵
人
评
間
の
長
期
協
定
以
降
、
ア
メ
リ
カ
に
■お
.け
る
賃
金
公
式(

w
a
g
e

 

F
o
r
m
u
l
a)

と
ガ
ー
バ
リ
ノ
に
ょ
っ
て
名 

_
ユ
ー
• H

コ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
政
策
に
お
け
る
政
策
手
段 

三

九

(

へ
匕
三)



四
〇

(

八
七
四)

つ
け
ら
れ
た
一
般
的
な
«'
金
決
定
$

準
の
考
え
方(

域
±
^

很
=
=
#浮
画
预
餅
頌
许
膝
薛
鞍
繼
卜
勒
很
+
恭
蹲
酿
#
窗
^
_取
傲
0
丨
補
0
塑
0>)

に
对
す
る
昼
- ̂

な
修
正
.で
あ
る
。
組
合
側
か
ら
み
れ
ば
、
消
費
者
物
価(

C

P

I

)

上
昇
は
そ
れ
だ
け
賃
金
の
実
質
購
買
力
低
下
を
意
味
す
る
。

そ
こ
で
、
0 7
把 

ガ
乂
渉
席
上
で
も
、
C

P

I上
畀
分
の
賃
上
げ
に
対
す
る
.加
算
を
要
求
す
.る
。
労
使
の
賃
上
げ
交
渉
に
.お
け
る
争
い
も
こ
の
点
を
め
ぐ
る
対
立
が
最 

も
激
し
い
。
と
く
に
0

?

1上
昇
が
大
き
く
な
.れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
対
立
の
激
し
さ
は
加
速
度
を
増
す
。
そ
の
結
果
は
最
惡
の
場
合
は
ス
ト
ラ 

イ
キ
に
導
く
。
そ
こ
で
個
別
の
経
営
者
は
、
C

P

I加
算
に
よ
る
損
失
と
、

ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
損
失
を
ハ
カ
リ
に
か
け
、
結
局
二
九
四
八
年
以 

'降
は
後
者
の
ほ
う
の
損
失
が
前
者
の
そ
れ
よ
り
大
き
い
と
判
断
し
、
C

P

I上
昇
率
の
四
分
の一

か
ら
二
分
の
一
を
賃
上
げ
に
自
動
的
に
加
算
す 

る
ェ
ス
カ
レ

ー
タ
条
項
を
認
め
る
型
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
へ
賃
金—

物
価
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
生
む
一
つ
の
要
因
と
な
り
、
そ
の 

体
験
と
反
省
か
ら
一
九
五
九
年
以
降
経
営
者
は
そ
の
撤
廃
に
い
ろ
い
ろ
な
代
償(

た

と

ぇ

ば

鉄

鋼

の

ー

九

六

ニ

年

の

紀

服

鮮

從

ボ

敷

を

払

っ

て

^

功
し
、
 

ェ
ス
カ
レ
ー
タ
条
項
適
用
労
働
者
は
.一
九
五
八
年(

約
四
〇
〇
万
人)

と
比
較
す
れ
ば
一
九
六
七
年
に
は
半
減
し
た
。
C

E

Aも
ま
た
一
九
六
ニ
年 

の
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
賃
金
政
策
以
来
ェ
ス
カ
レ
ー
タ
条
項
を
イ
ン
フ
レ
的
と
判
定
し
、
そ
の
減
少
に
つ
と
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
近
は
.
C

P

Iの
大
き
い
上
昇(

一
九
六
六
年
三
•
三
パ—

セ
ン
ト
、
従
来
の
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
の
三
•
ニ
パ
丨
セ
ン
ト
を
こ
え
、
も
し
そ
れ
だ
け
を
賃 

上
げ
驻
準
と
す
る
と
、
実
質
赁
金
上
昇
率
は
マ
イ
ナ
ス
一
パ
I
セ
ン
ト
と
な
る)

に
よ
っ
て
、
組
合
侧
の
エ
ス

カ
レ
I
タ
条
項
復
活
の
要
求
ま
活
発
で
あ
る
。
 

一
九
六
六
年
に
お
い
て
は
、
G

E
、
航
空
会
社
丨
I

A

M協
定
な
ど
に
お
い
て
は
、

H 

K

カ
レ
ー
タ
条
項
■が
復
活
し
、

新
た
に
ニ
ー 

万
、
が

そ

3 

適
用
を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
個
別
経
営
者
に
と
っ
て
は
、

ェ
ス
カ
レー

タ
条
項
よ
り
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
ほ
う
が
脅
威
な
の
で

あ 

る
•

C-
P

I
上
昇
勘
案
か
、

ス
ト
か
、

の
選
択
に
迫
ら
れ
れ
ば
、
技
術
革
新
で
生
産
設
備
が
巨
大
な
規
模
に
達
す
る
に
従
い
、

個
別
経
営
者
は
ま 

す
ま
す
前
者
を
選
ぶ
性
向
を
も
つ
。

イ
ン
フ
レ
か
、
産
業
平
和
か
、
の
選
択
と
な
れ
ば
後
者
が
優
先
す
る
よ
う
な
体
質
に
経
済
は
移

り

つ

つ

あ 

る
マ
イ
ル
ド
な
イ
ン
フ
レ
は
産
業
平
和
維
持
の
た
め
に
支
払
う
代
償
と
な
り
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
学
者_(

ス
リ
ク
タ
ー)

も
い
る
。

こ
こ
に
も
致
代
経
済
の一

っ
の
ィ
ン
フ
レ
体
質
化
の
讳
度
的
侦
面
が
ぁ
る
。
そ
の
ゆ
え
に
こ
そ
組
合
侧
の
賃
金
要
求
に
お
け
る
物
.価
安
定
に
対

す
る
社
会
的
責
任
の
自
覚
が
ま
す
ま
す
要
請
さ
れ
る
。
も
し
、
イ
ン
フ
レ
が
マ
イ
ル
ド(

軽
微)

を
こ
え
て
大
幅
k

も
.の
と
な
れ
ば
、
国
家
に
よ
る 

直
接
的
な
賃
金
統
制
が
必
要
と
な
る
。
ガ
イ
ド
ボ
ス
ト
賃
金
政
策
は
そ
れ
に
対
す
る
警
告
、
予
防
的
教
育
措
置
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

⑶

生
産
性
と
対
比
さ
れ
る
べ
き
賃
金
の
概
念
の
問
題

賃
上
げ
の
^

準
と
生
麼
性
仰
の
複
雑
さ
に
劣
ら
ず
混
.乱
を
呈
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
と
対
比
さ
れ
る
賃
金
の
概
念
で
あ
る
。

賃
金
交
渉
に
お
い
て
引
上
げ
が
決
定
さ
れ
る
賃
金
は
厳
密
に
は
組
合
員
の
賃
率(

w
a
g
e

 

r
a
t
e
)

で
あ
る
。
し
か
し
、
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
賃
金
政
策
こ 

お
い
て
、
対
象
と
さ
れ
る
賃
金
は
、
す
べ
て
の
.従
業
員
の
、
残
業
手
当
、
能
率
加
算
、
そ
の
他
年
金
、
医
療
保
険
、
有
給
休
暇
な
ど
の
フ
リ
ン
ジ
べ
.
 

ネ
フ
ィ

ッ

ト

そ
の
他
>
 
っ
さ
い
の
す
べ
て
を
含
め
た
全

従
業
員
の
総
報
酬(employee 

c
o
m
p
e
n
s
a
t
i
o
n
)

で
あ
る
。

コ
ス
ト
^

し
て
の
全
従
業
員 

の
総
人
件
費
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
主
た
る
問
題
は
二
つ
で
あ
る
。

一
つ
は
、
そ
の
よ
ぅ
な
総
報
酬(

た
と
え
ば
残
業
手
当)

は
支
払
っ
た
結

果

の

総 

和
で
あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
厳
密
に
算
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
第
二
に
は
、
組

貪

と

非

組

貪

Q

配
分
関
係
の
問
題
が
大
き
い
。

ァ
メ 

リ
ヵ
で
は
、
職
員
は
九
割
ま
で
が
組
合
に
は
い
っ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
職
員
の
給
与
は
、
技
術
者
•
研
究
開
発
員
•
経
営
管
理
者
な
ど
の
ハ
イ
. 

タ
レ
ン
ト
専E

Z

職
従
業
員
を
中
心
に
、
絶
対
額
で
も
上
昇
率
で
も
組
合
員
の
ブ
ル
ー

•
力
ラ
I

よ
り
も
高

い

(

一
九
六
一
年
一
一
月〜

六
六
年
三
月
に
お
け
る 

全
労
働
者
の
平
平
均
貨
金
上
I

三
•
四
パ
I
セ
イ
ト
に
対
し
、
こ
れ
ら
舆
門
職
の
そ
れ
は
三
•
九
。ハ
I
七
ン
ト
で
あ
f
 B

L
S
,

 

National 

W
a
g
e

 

S
u
r
v
e
y

 

for 

profes

sional, 

Administrative, 

Engin
e
e
r
i
n
g a

n
d

 

Clerical Job 1
9
6
1
-
1
9
6
6
)。

も
し
、
全
従
業
員
の
賃
金•

給
与
総
額
の
平
均
•上
昇
率
を
一
定
と
さ
れ
れ
ば
、
 

ブ
ル
ー
ヵ
ラー

(

組
合
員)

の
賃
金
上
昇
率
は
平
均
の
そ
れ
よ
り
も
下
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。

労
侧
分
配
率
に
お

き

て
い
る
こ
こ
五
〇
年
の
変
動
も
実
は
こ
の
点
に
あ
る
。
国
民
所
得
全
体
に
占
め
る
雇
用
労
働
者
の
所
得
割
合
は
五
3

年
の 

間
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
が
、
生
産
労
働
者
と
職
！̂
と
の
間
の
分
麗
係
に
は
、
前
者Q

割
合Q

減
少
、
後
者
の
割
合
の
増
大
が
顕
著
な
の
で 

ぁ
る
。
 

■ 

'

-
1

ュ
！

ヱ
コ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
政
策
に
お
け
る
政
策
手
段 

四

一

ヘ
ペ
匕
五)



四
ニ 

(

八
七
六)

.

C

E

Aの
考
え
方
は
、
従
業
員
総
報
酬
引
上
げ
分
の
う
ち
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
部
分
を
フ
リ
ン
ジ
•
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
に
回
す
こ
と
を
将
励
す 

る
一
プ
六
招
年
の
自
0

車
産
業
^
.お
け
る
賃
金
交
：渉
は
パ
ッ
ヶ
ー
ジ(

賃
金
、
.
.フ
リ
ン
.ジ
.
べ
ネ
フ
ィ
ッ
ト)

.時
短
な
ど
の
す
べ
_て
を
含
む
コ
、
ト 

と
し
て
の
経
済
的
^

働
条
件
引
上
げ
の
全
体
と
し
て
は
四•

七
パー

セ
ン
ト
の
上
昇
で
あ

り

、

当
時
の
ガ
イ
ド
ポ
ス

ト
三
• 
ニ
パー

セ
ン
ト
を
太 

る

か

に

こ

え

る

も

の

で

.あ

っ
た
が
、

ジ
ョ
ン
.ソ
ン
大
統
領
は
C

E

A
の
見
解
を
き
き
、

ル
ー
サ
ー
に
事
前
に
四
•
八
パ
ー
セ
ン
ト
引
h
げ
を
乍

イ 

ン

フ

レ

的

と

了

承

を

与

え

，て

い

る

。

.そ
の
迦
由
は
次
の
ご
.ー
つ
.に
要
約
で
き
る
。

⑴

四

•

七
パ
ー
セ
ン
.ト
の
全
体
の
労
働
条
件
引
上
げ
.の
.う

ち

、

現

金

賃

金

の

引

上

げ

に

回

る

分

は

、
..初

年

度

ゼ
ロ
、

ニ
年
度
ニ 

•

TI
:
パ
ー
セ 

ン
ト
、
三
年
度
ニ 

•
八
パ
I

セ
ン
ト
■に
と
ど
ま
る
。

⑵

他
の
大
部
分
は
退
職
年
金
拠
出
に
回
る
。

'

⑶

年
金
早
期
支
給
'に
よ

る

早
期
退
職
制
度(Earliar 

I
r

e
l

t

 

f

 
§

) 

N
勤
続
年
数
一
一
一
〇

年

で

年

齢

五

五

.歳

以

上

の

者

は

い
つ

で
も
退 

職

で

き

月

三

八

一

ド

ル(

一
三
万
七
千
円)
の
年
金
支
給
。

休
憩
時
間
の
十
二
分
延
長(

ニ
四
分—

三
六
分)

、
有
給
休
暇
の
二
日
増
大(

各
自 

の
誕
生
R
と
グ
ッ
ド
•
フ
ラ
イ
デ
イ)

な
ど
は
企
業
の
求
人
を
増
加
し
、
失
業
の
減
少
と
く
に
急
増
す
る
新
規
学
卒
吸
収
に
役
^f

つ)0

⑴
、
⑵
の
解
釈
の
背
後
に
は
、
イ
ン
フ
レ
は
一
方
の
供
給
側
に
お
け
る
賃
金n

ス
ト
•
プ
ッ
シ
ュ
と
、
他
方
で
は
そ
の
賃
金
が
講
買
に
回
っ
て 

需
要
と
し
て
現
実
化
し
た
と
き
に
よ
り
い
っ
そ
う
ひ
き
起
こ
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
、
.と
の
考
え
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
賃
金
コ
ス
ト
•
プ
ッ
シ 

ュ
だ
け
で
は
イ
ン
フ
レ
圧
力
は
半
分
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
賃
金
交
渉
に
よ
る
経
済
的
労
働
条
件
引
上
げ
全
体
の
う
ち
、
で
き
る 

だ
け
現
金
賃
金
引
上
げ
分
を
少
な
く
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
を
年
金
拠
出
増
額
な
ど
の
貯
蓄
に
回
し
、
需
要
を
将
来
に
繰
り
延
べ
る
こ
と
が
イ
ン 

フ
レ
厄
避
の
上
か
ら
望
ま
し
い
。
あ
る
い
は
、
時
間
短
縮
、
有
給
休
暇
延
長
に
回
せ
ば
、
供
給
側
か
ら
み
れ
ば
コ
ス
ト
増
に
は
な
る
が
、
需
要
而 

か
ら
み
れ
ば
た
だ
ち
に
有
効
需
要
化
す
る
こ
と
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
フ
レ
庄
力
は
半
或
さ
れ
る
。
，
' 

' 

.

こ
れ
か
.ら
は
、
賃
金
交
渉
の
妥
結
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
現
金
賃
金
以
外
の
フ
リ
ン
ジ
•
ベ
ネ
フ
イ
ッ
ト
の
役
割
が
賃
金

の
イ
ン
フ
レ

压
力
の
軽
減
の
方
法
と
し
て

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
。

こ
れ
は
第
二
次
大
戦
中
の
政
策
で
も
あ
っ
た
。

す
で
に
、
労
動
の
経
済 

条
件
弓
上
げ
の
貨
幣
賃
金
と
年
金
そ
の
他
フ
リ
ン
ジ
•ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

間
の
配
分
は
そ
の
よ
う

に
動
い
て
い
る
。
一

九
四
七
~
六
七
年
^1
間
に
つ
ノ 

て

み

る

と

、
貨

幣

賃

金

の

上

.昇

率

一
〇
七
パ
ー
セ
ン

ト
に
対
し
、
.フ
リ
ン
ジ
•
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の

上
昇
率
は
倍
以
上
の
ニ
五
〇

パ
ー
セ
ン

ト
に
1 

し
、
賃
金
に
対
す
る
フ
リ
ン
ジ
•
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の

比
率
は
同
期
間
に
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
ニ

七
パ
ー
セ
ン
ト
に

上
っ
て

、
，

(
&
%

ま
た
、
生
産
性
上
昇
率
が
年
間
単
位
で
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
と
対
比
さ
れ
る
資
金
も
年
間
稼
得
賃
金(

e
a
r
n
i
n
g
s
)

の
上
昇
率
で
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
主
張
が
労
使
双
方
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
経
営
者
側
か
ら
は
残
業
手
当
そ
の
他
の
付
加
に
よ
る
賃
率
以
上
の
賃
金
上
昇
.抑
制

. 

の
観
点
か
ら
、
組
合
側
は
建
設
労
組
な
ど
の
年
間
就
業
期
間
の
短
い
季
節
的
労
働
者
の
高
い
賃
率
の
獲
得
要
求
理
由
と
し
て
、

あ
る
い
は
た
と
え 

ば
U

R

W(

全
米
ゴ
ム
労
組)

の
一
九
六
七
年
三
月
お
よ
び
叮
人
评
の
一
九
六
七
年
九
月
に
お
け
る
賃
金
交
渉
に
際
し
て
.の
要
求
事
項
の
中
心
と
な 

っ
た
就
労
時
間
に
関
係
な
く
一
定
の
年
間
賃
金
所
得
が
保
障
さ
れ
る
年
間
保
障
賃
金(guaranteed 

a
n
n
u
a
l

 

w
a
g
e
)

ま
た
は
賃
金
の
月
給
制
化
の
観 

点
か
ら
行
な
わ
れ
て
お
り
、
同
じ
主
張
で
も
目
的
や
内
容
に
へ
だ
た
り
が
大
き
い
。

ガ
イ
ド
ボ
.ス
ト
を
め
ぐ
る

論
議
は
ま
す
ま
す
や
か
ま
し
い
。

最
近
も
シ
ヵ
.ゴ
学
派
対
ハ

ー

バ

ー

ド学
派
、
サ

ミ

ュ
エ
ル
ソ
ン
対
バ
ー
ン
ズ
の
論 

争
が
注E

さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
ガ
イ
、ド
ポ
ス
.ト
政
策
の
問
題
点
は
わ
が
国
に
と

っ
て
も
一

つ
の
教
訓
と
な
ろ
う
。

注(

1)

ガ
イ
ド
ボ
ス
ト
と
な
る
実
質
国
民
経
済
生
産
性
上
昇
率
の
資
料
源
と
そ
の
測
定
方
法
に

つ

い

て

は

、

E
c
o
n
o
m
i
c

 

R
e
p
o
r
t

 

of 

the 

President, 

1962, 

p. 

244. 

T
a
b
l
e

 

B
—
3
1

の
脚 

9 に

W

L

W.wulletin. 

N
o
.

 

1249, 

T
r
e
n
d
s

 

in 

O
u
t
p
u
t

 

per 

M
a
n
-
h
o
u
r

 

in 

private 

e
c
o
n
o
m
y

 

1
9
0
9
〜

500

,
 
0

0̂
.
s

g

を
見
よ

と
あ
る，， 

こ
こ
の
説
明
は
こ
のW

L
S

の
方
法
で
あ
る
。

本
章
全
体
に
関
係
す
る
文
献
と
し
て
は
、R

o
b
e
r
t

 

w
.

 

K
i
n
,

 

"
P
r
o
b
l
e
m
s

 

of A
p
p
l
y
i
n
g

 

Productivity, 

G
u
i
d
e
l
i
l

Jin

 

Personal, 

N
o
v
,

 Dec., 1964, 

A
.F. 

B
u
r
n
s
,

 

*
*
W
a
g
e

 

a
n
d

 

Prices 

b
y

 F
o
r
m
u
l
a

-1in 

H
a
r
v
a
r
d

 

Business 

R
e
v
i
e
w
,

 

M
a
r
c
h
/
A
p
r
i
l

 

1
9
6
5
.

お
よ
び
本
章
の
注
14
17
な
ど
参
照
の
こ
と
。

(

2) 

Jules 

B
a
c
k
m
a
n
,

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t

 

of 

i

g

f
 B

arga
i
n
i
n
g
, 

in 

the 

C
o
m
m
e
r
c
i
a
l

 

a
n
d

 

f
inancial 

Chronicle, 

N
o
v
.

 

IS, 

1965, 

p. 

4.

(

3) 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

R
e
p
o
r
t

 

of 

the 

President, 

1966, 

pp. 

132-34.

T

) 

B
a
c
k
m
a
n

 

cp. 

cit.

農
業
に
お
け
る
近
年
の
革
命
的
也
産
技
術
の
向
上
に
つ
い
て
は
、Business 

W
e
e
k
,

 Oct. 2
4
,
1967,p. 166. T

h
e

 f
a
r
m

 

I
 n

e
w

 

r

l

l

p 

ニ
ュ
！
 

H

コ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
政
策
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お
け
る
政
策
手
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四

四

(

七
七
八)

参
照
。

5) 
Business 

W
e
e
k
,

 

Jan. 

2
9
,
1
9
6
6
,

 .p. 

8
6
.

.

.

6) 

B
L
S
,

 
cp. 

ci
r>
_

to
2
.
 

S
o
l
o
n Fabricant: 

wasic 

F
a
c
t
s 

o
n

 

Productivity, 

C
h
a
n
g
e

 

Occasional 

p
a
p
e
r 63, N

a
t
i
o
n
a
l

 

w
u
r
e
a
u

 

of 

W
0
0
3
0,
 

m
i
c

 

Research, 

Inc., 

1959, 

T
a
b
l
e 

A.

7)

.賃
金
の
生
産
性
^

^

生
産
性
、相
定
の
諸
問
題
に
つ
て
は
、Turner-zoetewei.j, 

prices 

W
a
g
e
s
,

 a
n
d

 

I
n
c
o
m
e
s

 

Policy, 

I
L
O
,

 

m
>
.
1
1
5
〜
1
6

に
も
説
贝
、、ぃ 

あ
る
*

8) 

B
L
S
,

 

op, 

c
i
r■C
J
.ts
Dcn
.

9)

操
業
度
変
動
を
修
正
し
た
生
産
性
測
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、

お
ょ
び
こ
こ
で
説
明
し
た
測
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、R

e
p
o
r
t

 

to 

the 

President 

o
n

 

Steel 

Prices 

b
y

 

the 

Council 

of 

E
c
o
n
o
m
i
c

 
Advisers, 

April, 

1965, 

p. 

6
7
.

を
参
照
。

Jules 

B
a
c
k
m
a
n
:

 

Steel 

Prices 
the 

Steel 

Industry, 

a
n
d

 

the 

N
a
t
i
o
n
a
l 

E
c
o
n
o
m
y
-
A
n

 

A
n
a
l
y
s
i
s 

of 

the 

Council 

of 

E
c
o
n
o
m
i
c

 A
d
v
i
s
e
r
s
e
p
o
r
t

 

to 

the 

President 

o
n

 

Steel 

Prices 

(unpublished)，
J
u
l
y

 

1965, 

p. 

4
9
—
5
7
.

.

11)

，

ぎ
 

F
r
i
e
d
m
a
n
,

 

:
w
h
a
t

 

Price 

G
u
i
d
e
p
o
s
t
s
l

 

in 

Shultz-Aliber, 

ed.. 

Guidelines, 

1966, 

Chicago, 

pp. 

37-38.

12) 

Business 

W
e
e
k
,

 

Feb. 

1967, 

p. 

64.

13)

詳
し
く
は
、
丸
尾
!|
|
:美
、
藤
0'
1
至
孝「
賃
金
分
配
の
新
し
い
在
り
方」

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
。
第
二
部
第
三
章
を
み
ら
れ
た
い
。

14) 

B
usiness 

W
e
e
k
,

 

Sept. 

2
6
.
1964, 

p
p
.
1
5
4
〜
58.

15) 

Business 

W
e
e
k
,

 

S
e
p
t
.
1
2
,
1
9
6
7
,

 

p. 

6
0
.
.

16) 

Business 

W
e
e
k
,

 Jan. 

2
9
,
1
9
6
6
,

 

p
.

00
6.

17)

ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
政
策
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
経
済
学
界
の
立
場
は
、
大
き
く
分
け
て
、
シ
カ
ゴ
学
派
と
.ハ
ー
バ
ー
ド
学
派
に
二
分
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
固
人
勺
に
t 

見
於
の
へ
た
た
り
は
あ
る
が
概
揺
的
に
は
前
者
が
反
対
、
後
者
が
支
持(
立
案
し
た
-0
も
彼
ら)

の
立
場
を
と
っ
て
い

.る
。
そ
れ
は
両
老
の
経
済
思
想
的
立
場(

前
者 

の
>|;
|
|1
!
資
本
主
義
対
後
忠
の
修
正
資
本
主
義
乃
.至
混
合
経
済
主
義)

'
 

イ
ン
フ
レ
原
因
論(

超
過
通
貨
発
行
論
対
制
度
的
耍
因
に
も
と
づ
く
コ
ス
ト
•
プ
ッ
シ
ュ
論)

、
独 

占
又
は
霖
占
に
対
す
る
態
度(

否
定
対
容
認)

な
ど
の
相
異
か
ら
生
れ
る
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
ぅ
。

Shultz-Aliber, 

ed.. 

Guidelines 

I
n
f
o
r
m
a
l

 

Controls a
n
d

c+
-
h
e

 M
a
r
k
e
t

 Place, 

1966, 
C
h
i
c
a
g
o

 

は
両
者
の
代
表
に
ょ
る
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
政
策
を
め
ぐ
る
^
竄
？

集
の
観
が
あ
る
。
フ
リ
I
ド
マ
ン
、
シ
ュ
ル
ッ

(

T
.
W)

、
ス
テ
ィ
ー
グ
ラ
I
が
反
対
論
を
、
ソ
ロー

、

ア
タ
リ
I
が
擁
護
論
を
、
ダ
ン
ロ
ッ
プ
が
補
強
の
た
6

の
修 

正
論
を
そ
れ
ぞ
れ
展
開
し
て
い
る
。

フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
、
市
場
に
お
け
る
財
貨
サ
ー
ビ
.ス
の
流
通
に
必
要
と
さ
れ
る
以
上
の
貨
幣
の
増
発
の
み
が
イ
ン
フ
レ
の
原
因
.で
あ
る
と
主
張
し
、
イ
ン
フ
レ
尤
ひ
と

り
政
府•

金
融
当
局
の
通
貨
政
策
の
货
任
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
対
策
と
し
て
.は
そ
れ
だ
け
を
注
意
す
れ
ば
よ
く
、
.賃
金
や
価
格
の
決
定
は
市
場
の
需
給
条
件
に
よ
る
自
山 

決
定
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
で
あ
る
。
抑
圧
さ
れ
た
イ
ン
フ
レ
は
開
放
イ
ン
フ
レ
よ
り
は
る
か
に
有
害
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ボ
ス
ト
は
慢
性
的
抑
圧
型
イ
ン
フ
レ
を
も
た
ら
し
、
 

プ
ラ
イ
ス
•
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
機
能
を
そ
こ
ね
、

資
源
の
最
適
配
分
を
妨
げ
、
自
1:
1
:
1
主
義
経
済
を
破
壊
す
る
、
と
警
告
す
る
。
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
が
守
ら
れ
れ
ば
守
ら
れ
る
ほ 

ど
ア
メ
リ
カ

経
済
に
と
っ
て
有
害
の
度
合
は
高
い
と
論
ず
る
。

.

こ
れ
に
対
し
、
ソ
ロ
ー
は
、
今
日
で
は
s
lrt
i
主
義
経
済
は
す
で
に
幻
影
に
す
ぎ
ず
、
賃
金
は
一
九
三
五
年(

ヮ
グ
ナ
I
法
制
定)

以
降
下
方
硬
直
性
を
も
ち
、
巨
大
組 

合
と
巨
大
企
業
と
の
間
で
制
度
的
に
決
定
さ
れ
、
価
格
も
ま
た
フ
ル•

コ
ス
ト
原
則
に
よ
り
供
給
者
に
よ
り
制
度
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
。
民
問
に
お
.け
る
こ
の
よ
う
な 

席
度
に
は
政
府
も
ま
た
制
度(

ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
賃
金
•
価
格
決
定
制
度)

で
の
ぞ
む
の
は
当
然
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
資
本
主
義
を
弱
め
る
ど
こ
ろ
か
、
完
全
雇
用 

の
達
成
•
維
持
I
物
価
安
定
I
国
際
収
支
改
善
丨
ド
ル
強
化
に
よ
っ
て
強
化
す
る
道
で
あ
る
、
と
論
ず
る
。
ソ
ロ
ー
が
サ
ミ
ュ
ェ
ル
ソ
ン
、

ェ
ク
ス
タ
イ
ン
な
ど
也
の
ハ 

丨
バ
ー
ド
学
派
の
人
々
と
と
も
に
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
政
策
の
立
案
に
あ
た
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
ハ
ー
バ
I
ド
学
派
の
中
で
は
、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
も
ま 

た
、T

h
e

 N
e
w

 Industrial 

S
t
a
t
e

の
中
で「

高
雇
用
経
済
の
問
題
点
の一.

つ
は
、物
価
•賃
金
が
不
安
定
な
動
き
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。…

…

そ
の
対
策
は
賃
金—

物 

価
ス
バ
イ
ラ

ル
を
公
的
権
限
で
規
制
す
る
こ
と
も
止
む
を
え
な
い
•
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
は
ヶ
ネ
デ
ィ
政
権
の
経
済
政
策
の
も
っ
と
も
重
要
か
イ
ノ
べ
I

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ 

れ
に
よ
り
、
工
業
製
品
価
格
は
か
な
り
の
期
間
に
わ
た
り
か
な
り
安
定
し
たJ、

と
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
政
策
を
支
持
し
、
評
価
し
て
い
る
。

一
般
に
ハ
！
バ
ー
ド
学
派
は
経 

済
発
展
に
と
も
な
う
独
占
、
芻
占
の
趨
勢
を
、
経
済
的
利
益
は
そ
の
損
失
よ
り
大
き
い
と
し
て
容
認
す
る
が
、

一
方
で
は
そ
れ
に
対
す
る
対
抗
力
な
い
し
均
衡
力(

カ
ゥ 

ン
タ
べ
ー
リ
ン
グ
•
パ
ヮ
I)

の
存
在
の
必
獎
性
を
主
張
す
る
。

ハ
ー
バ
I
ド
学
派
の
人
々
は
ガ
イ
ド
ボ
ス
ト
政
策(

と
く
に
価
格
決
定
へ
の
介
入)

は
現
代
练
占
臣
大 

企
業
•
産
業
に
対
す
る
カ
ゥ
ン
タ
べ
ー
リ
ン
グ
•
パ
ヮ
I
的
な
制
度
の
一
つ
と
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

バー

ン
ズ
と
サ

ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
は
一
一
人
の
共
著F

u
H

 

o

Guideposts anti E
c
o
n
o
m
i
c

 

Stability, 

Washington,. 1
9
6
7

の
中
で
、
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
に 

つ
-；-

て
公ES

討
論
を
行
な
っ
て
い
る
。
バ
ー
ン
ズ
が
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
が
自
由
競
♦
市
場
経
済
機
能
を
妨
げ
る
こ
と
を
強
調
し
.て
そ
れ
に
反
対
す
る
の
に
対
し
、
サ
ミ
ュ
ェ 

ル
ソ
ン
は
ガ
イ
ド
ボ
ス
ト
政
策
は
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
な
誘
導
政
策
で
あ
っ

て
そ
れ
ま
で
の
強
制
は
し
な
い
か
ら
そ
の
お
そ
れ
は
な
く
、
む
し
ろ
現
行
経
済
制
度
の
破
滅
を
防 

ぎ
、
自
由
競
^
経
済
の
存
続
の
た
め
に
こ
そ
ガ
イ
ド
ボ
ス
ト
は
必
要
な
の
だ
、
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
は
単
独
で
物
価
安
定
の
主
役
と
は
な
り
え
ず
、
財 

政

•
金
融
政
策
の
補
完
役
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
効
果
は
フ
イ
リ
ッ
プ
ス
曲
線
を
下
方
に
改
善
す
る
に
と
ど
ま
る
、
と
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
政
策
を
過
大
評
価
す
る
こ
と 

を
い
ま
し
め
て
い
る
。

二
ユ
！
 

H

コ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
政
策
に
お
け
る
政
策
手
段 

\
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